
ヘ
ン
ト
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
独
裁
（
一
五
七
七
－
一
五
八
四
）

22　（350）

ノ

口

博

【
要
約
】
　
こ
の
テ
ー
マ
は
従
来
あ
ま
り
人
気
が
な
い
。
ヘ
ソ
ト
の
カ
ル
ヴ
ブ
ソ
派
独
裁
は
－
l
ー
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
は
別
と
し
て
一
こ
と
に
そ
の
宗
教

的
過
激
性
の
故
に
大
半
の
史
家
か
ら
冷
淡
か
つ
否
定
的
な
扱
い
を
受
け
、
一
六
世
紀
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
反
乱
中
の
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
片
付
け
ら
れ

が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
当
独
裁
は
宗
教
的
過
激
性
の
み
を
特
微
と
す
る
も
の
で
な
く
、
二
つ
の
異
質
の
志
向
、
つ
ま
り
宗
教
的
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ス
ム
と
根
強

い
復
古
志
向
と
の
合
力
で
あ
っ
た
。
後
者
の
分
力
、
つ
ま
り
カ
ー
ル
五
世
治
下
に
失
わ
れ
た
中
世
都
市
の
諸
特
権
・
譜
制
度
の
復
活
を
一
時
的
に
せ
よ
実

現
せ
し
め
た
復
古
志
向
に
む
し
ろ
力
点
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
画
一
化
を
目
差
す
絶
対
主
義
と
社
団
的
旧
社
会
秩
序
を
護
持
せ
ん
と
す
る
伝
統
主
義
と
の

対
決
を
基
本
矛
盾
と
す
る
当
反
乱
の
過
程
で
、
同
じ
く
伝
統
主
義
を
標
榜
し
つ
つ
も
よ
り
一
層
開
明
的
な
オ
ラ
ソ
イ
ェ
派
と
さ
え
対
立
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
ヘ
ソ
ト
（
伝
統
主
義
の
い
わ
ば
突
出
都
）
の
悲
劇
的
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
穴
二
巻
三
号
　
一
九
七
九
年
五
月

　
「
一
五
八
三
年
＝
一
月
三
日
、
ガ
ン
は
マ
レ
広
瀬
、
御
殿
か
城
か
と
ま
が
う
年
経
た
館
、
ワ
ッ
ケ
ソ
邸
の
中
。
時
に
午
後
四
時
、
壁
は
綴
織

を
張
り
、
床
は
絨
毯
で
飾
り
立
て
た
大
広
間
で
、
木
製
・
鉄
製
の
釣
燭
台
に
立
つ
無
数
の
大
蝋
燭
の
ゆ
ら
め
く
炎
が
、
壮
大
か
つ
悲
惨
な
光
景

を
照
ら
し
出
す
。
新
教
牧
師
の
前
で
、
親
族
・
友
人
の
大
き
な
人
の
輪
に
囲
ま
れ
て
、
一
人
の
老
人
が
若
く
て
奇
麗
な
娘
を
姿
る
。
男
は
七
十

歳
に
し
て
は
元
気
そ
う
だ
が
、
緑
が
か
っ
た
白
い
ひ
げ
と
荒
れ
た
頭
髪
は
、
こ
の
老
い
て
も
や
ま
ぬ
漏
壷
し
を
グ
ロ
テ
ス
ク
た
ら
し
め
て
い
る
。

花
嫁
－
列
席
者
全
員
か
ら
皮
肉
な
視
線
を
浴
び
る
一
は
微
笑
ん
で
い
る
が
、
強
欲
か
下
心
か
が
女
を
こ
の
老
人
と
結
び
つ
け
た
こ
と
は
隠

れ
も
な
い
。
女
が
嬉
し
げ
で
あ
る
の
は
、
婚
姻
の
束
縛
の
久
し
か
ら
ざ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
現
実
は
女
の
願
い
を

さ
ら
に
越
え
る
。
数
週
間
の
後
、
夫
は
手
荒
く
投
獄
さ
れ
、
今
臼
婚
礼
の
宴
に
席
を
連
ね
た
す
べ
て
の
人
々
か
ら
侮
辱
と
非
難
を
受
け
、
や
が
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①

て
死
刑
を
宣
魯
さ
れ
て
斬
首
の
憂
き
目
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
J
・
E
・
ネ
ー
ヴ
・
ド
・
メ
ヴ
ェ
ル
ニ
は
、
老
ヘ
ム
ビ
ゼ
賓
嵩
く
鴛
寓
①
日
げ
腐
①
（
一
五
一
七
－
一
五
八
四
）
と
う
ら
若
き
ア
ン
ナ
跨
霞
9
＜
き

蟹
口
①
諺
①
（
州
評
議
会
参
事
の
娘
）
の
結
婚
式
の
い
か
に
も
醜
悪
な
描
写
か
ら
『
共
和
国
ガ
ソ
』
　
の
筆
を
起
こ
し
、
一
五
七
七
1
一
五
八
四
年

の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
独
裁
に
つ
い
て
、
　
「
い
か
に
ボ
ラ
マ
テ
ィ
ク
で
あ
ろ
う
と
も
、
一
六
世
紀
に
わ
が
国
を
血
塗
っ
た
長
き
宗
教
紛
争
の
一
エ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ソ
ー
ド
に
す
ぎ
ず
、
い
っ
て
み
れ
ば
そ
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
に
す
ぎ
な
い
」
と
評
し
た
。

①
　
い
国
．
属
①
〈
①
創
。
護
ひ
く
卑
α
Q
a
①
ω
「
O
僧
昌
伽
。
”
誌
℃
質
σ
＝
ρ
償
㊦
9
h
㊤
U
o
琴
ぎ
㌣

　
鉱
。
口
O
巴
く
ぎ
冨
冨
帥
○
ρ
冨
畠
（
ド
窃
“
畷
－
一
α
0
0
幽
）
㌧
O
㊤
昌
匹
お
駆
ρ
℃
や
窃
よ
．

②
　
ヘ
ム
ビ
ゼ
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
ネ
ー
ヴ
・
ド
・
メ
ヴ
ェ
ル
ニ
を
初
め
一
五
一

　
三
年
説
を
採
る
史
家
が
む
し
ろ
多
い
。
し
か
し
ヘ
ム
ビ
ゼ
は
『
自
著
家
系
謹
…
』

　
（
O
話
嘱
。
昌
σ
q
O
昌
ゆ
既
。
σ
Q
5
仁
。
山
。
冨
日
a
昌
縣
⑦
匂
①
p
団
く
p
同
国
。
讐
げ
唄
N
ρ
ぎ
“

　
切
婦
騨
ロ
O
o
酵
α
①
類
9
♪
ざ
’
〈
二
面
＝
Φ
ヨ
。
ぼ
。
。
。
。
・
自
画
一
〇
ω
鉾
。
¢
三
塁
山
⑦
O
餌
コ
島
繍
圃
『

　
ム
竃
ρ
℃
躍
窪
猷
。
。
℃
母
℃
『
渓
①
箋
楓
昌
価
Φ
＜
o
貯
器
謎
ぴ
①
胃
Φ
箪
切
議
×
⑦
鵠
¢
。
。
お
①
伊

　
諺
竈
妾
出
8
押
℃
℃
9
b
。
ω
O
－
b
。
。
。
吟
）
の
中
で
自
ら
一
七
年
七
月
九
日
生
れ
と
称
し
て

　
い
る
。
こ
こ
で
は
A
・
デ
ス
プ
レ
ツ
に
倣
っ
て
一
五
一
七
年
説
を
採
っ
て
お
く
。

　
｝
U
o
ω
℃
器
訂
曽
O
o
ぎ
ω
霞
¢
「
ρ
鉱
。
α
霞
Ω
①
艮
。
。
o
O
鎮
詮
巳
。
。
江
ω
o
げ
。
麟
①
℃
¢
三
団
o
H
（

　
（
一
朝
『
圃
1
一
窃
刈
㊤
）
’
貯
”
国
9
づ
晶
〇
一
ぎ
σ
q
①
詳
α
巽
寓
帥
鉢
ω
o
び
ρ
娼
や
こ
ぐ
o
o
門
O
Φ
ω
〇
三
？

　
山
鳥
凱
ω
o
謬
O
q
伽
げ
⑦
皇
臣
麗
日
α
o
な
Q
o
ロ
戸
翼
δ
賃
≦
㊦
図
8
騨
ω
×
＜
H
H
糟
お
①
Q
。
璽
や

　
お
鼻
P
①
G
。
．
な
お
ヘ
ム
ビ
ゼ
個
人
に
関
す
る
研
究
は
極
め
て
乏
し
い
。
以
下
の
文

　
献
に
や
や
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
〉
．
＜
9
。
。
一
コ
こ
。
鴛
≦
詳

　
国
Φ
ヨ
σ
団
N
Φ
℃
貯
…
寓
㊦
ω
ω
四
σ
q
賃
。
・
α
Φ
ω
Q
Q
o
δ
冨
8
ω
算
畠
㊦
ω
》
穽
の
伽
Φ
切
①
茜
貫
ロ
ρ

　
H
H
H
噂
戸
○
◎
Q
。
ρ
℃
や
毒
ふ
G
。
…
O
げ
●
国
ρ
巳
。
コ
σ
⑩
o
r
出
①
ヨ
げ
矯
N
o
（
回
⑦
ρ
昌
く
曽
コ
）
層
鑓
…

　
切
δ
α
Q
＄
噂
ぼ
⑦
緊
僻
賦
。
ロ
p
冨
℃
囲
図
”
切
身
匿
Φ
嵩
二
戸
Q
。
o
。
？
H
o
o
o
。
圃
”
唱
℃
9
二
…
δ
…
望
噺
①

　
℃
o
ヰ
①
さ
O
o
導
く
箇
田
畠
①
口
o
q
α
。
。
搭
昌
戯
覧
汁
9
げ
①
山
。
口
（
Φ
色
ロ
．
噛
O
o
簿
H
G
。
G
◎
b
o

　
∴
8
G
。
旧
男
㊤
8
一
ヨ
＝
o
玉
算
的
”
国
帥
欝
鳥
N
四
日
。
お
8
y
囲
く
婚
℃
や
ド
㎝
O
山
8
…
屠
α
く
。

　
α
Φ
鼠
仙
く
賃
σ
Q
巳
Φ
ρ
o
や
9
け
こ
℃
や
＝
－
寂
．

③
2
雪
。
注
置
曾
⑦
お
三
。
。
・
層
。
や
。
搾
噛
唱
■
↓
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ま
ず
ヘ
ソ
ト
（
ガ
ン
）
に
お
け
る
事
件
の
経
緯
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
司
轟
器
く
窪
α
①
宍
Φ
夢
邑
ρ
げ
①
混
く
9
⇒
図
こ
げ
。
＜
Φ
（
一
五
三
一
頃
一
一
五
八
五
）
の
ク
ー
デ
タ
が
事
の
発
端
で
あ
る
。
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ト
ハ
ウ
デ
ル

七
七
年
一
〇
月
二
八
日
、
フ
ラ
ー
ン
デ
セ
ン
（
フ
ラ
ツ
ド
ル
）
州
総
督
ア
ー
ル
ス
ホ
手
℃
ぽ
｝
弼
℃
Φ
伽
Φ
⇔
8
ざ
げ
Φ
諄
。
σ
q
〈
㊤
口
炉
ρ
屋
。
げ
9
を
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初
め
、
ヘ
ソ
ト
代
官
ム
ス
ク
ル
ソ
切
霞
臼
舞
邑
留
㌶
輪
編
嶺
ρ
げ
。
霞
く
ρ
ロ
鑓
。
Φ
の
ξ
o
①
昌
、
ブ
リ
ュ
へ
（
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
）
司
教
下
リ
ウ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
ト
コ
プ
ア
ソ
ロ
ベ
ル
　
ル
テ
ソ

ィ
ウ
ス
国
①
露
一
U
島
守
け
貯
ω
、
イ
ー
ペ
ル
（
イ
ー
プ
ル
）
司
教
リ
ト
ヴ
ィ
ウ
ス
鍔
貫
怠
⇔
菊
別
け
。
＜
貯
の
、
元
騒
乱
評
議
会
評
定
官
ヘ
セ
ル
ス

實
o
o
σ
缶
＄
ω
巴
ω
、
そ
の
他
ラ
セ
ン
ヘ
ム
尾
9
・
鉱
ヨ
濠
Φ
口
≦
　
戸
戸
ぴ
9
。
壇
◎
昌
く
鱒
ロ
図
霧
器
口
σ
q
げ
Φ
臼
、
ズ
ウ
ェ
フ
ェ
ヘ
ム
閏
轡
需
9
ω
鳥
①
亀
目
艶

出
畷
戸
げ
①
誘
く
霞
N
≦
①
く
Φ
σ
Q
げ
①
ヨ
ら
フ
ラ
ー
ン
デ
レ
ン
州
議
会
の
主
要
な
貴
族
メ
ン
バ
ー
が
逮
捕
さ
れ
、
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
邸
ω
①
暑
轟
Φ
房
ω
審
Φ
口

　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
テ
ソ
・
ヘ
ネ
ラ
ー
ル

に
監
禁
さ
れ
た
。
ア
ー
ル
ス
ホ
ト
だ
け
は
全
国
議
会
の
抗
議
や
オ
ラ
ン
イ
ェ
零
墨
Φ
悪
寒
言
ω
〈
㊤
ロ
○
直
上
Φ
の
要
請
で
二
半
月
後
の
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

月
一
四
臼
に
釈
放
さ
れ
た
が
、
他
の
全
員
は
長
期
間
身
柄
を
拘
束
さ
れ
、
し
か
も
苛
酷
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
ラ
ソ
ト
フ
オ
　
フ
ト

　
前
年
三
月
、
執
　
　
政
レ
ケ
セ
ン
ス
が
急
死
し
て
以
後
、
ス
ペ
イ
ン
の
政
治
的
・
軍
事
的
支
配
に
空
白
が
生
じ
て
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
反
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ロ
ト
ゆ
プ
ア
ソ
コ
ス
タ
　
テ

は
新
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
兵
士
反
乱
、
暫
定
的
に
露
主
権
を
代
行
す
べ
き
国
務
評
議
会
の
無
能
力
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
州
議
会

軍
に
よ
る
当
評
議
会
メ
ン
バ
ー
の
逮
捕
（
一
五
七
六
年
九
月
四
目
）
、
つ
い
で
全
国
議
会
の
事
実
上
自
主
的
な
集
会
、
そ
し
て
ホ
ラ
ン
ト
・
ゼ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
シ
フ
ィ
カ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ン
ト
反
乱
両
州
と
の
ヘ
ン
ト
和
平
締
結
（
二
月
八
日
）
。
し
か
し
オ
ラ
ン
イ
ェ
の
率
い
る
ホ
ラ
ソ
ト
・
ゼ
ー
ラ
ソ
ト
両
州
と
全
国
議
会
主
流

（
保
守
）
派
と
の
足
並
は
必
ず
し
も
揃
わ
な
い
。
オ
ラ
ン
イ
ェ
の
危
倶
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
議
会
と
新
執
政
ド
ン
・
フ
ァ
ン
の
折
衝
が
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ド
ウ
イ
ヒ
コ
エ
デ
イ
ク
ト

め
ら
れ
、
七
七
年
二
月
一
二
巳
、
ド
ン
・
フ
ァ
ン
は
永
　
久
　
令
に
調
印
し
て
ヘ
ン
ト
和
平
を
受
け
入
れ
た
。
よ
う
や
く
五
月
一
二
日
、
彼
は

ブ
リ
ェ
セ
ル
入
城
を
許
さ
れ
た
が
、
徒
手
空
拳
、
全
国
議
会
の
禦
肘
を
甘
受
す
る
に
堪
え
ず
、
七
月
二
四
日
、
ナ
ミ
ュ
！
ル
城
を
急
襲
し
て
こ

れ
を
占
拠
し
た
。
議
会
主
流
派
の
面
目
は
潰
れ
、
逆
に
先
見
の
明
に
よ
っ
て
潮
目
を
施
し
た
オ
ラ
ン
イ
ェ
は
、
九
月
二
三
日
、
亡
命
以
来
十
年

ぶ
り
に
歓
呼
の
中
で
ブ
リ
ュ
セ
ル
に
迎
え
ら
れ
、
や
が
て
当
市
の
十
八
人
委
員
会
O
o
露
＃
ひ
畠
興
×
＜
目
H
の
支
持
の
下
に
全
国
議
会
か
ら
ブ

　
　
　
　
リ
ユ
ワ
じ
ル
ト

ラ
バ
ン
ト
総
　
督
に
任
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
今
や
ド
ン
・
フ
ァ
ン
と
挟
を
分
か
つ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
議
会
主
流
派
は
、
出
る
杭
を
打
つ
策
謀

を
推
し
進
め
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
マ
テ
ィ
ア
ス
の
執
心
擁
立
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
政
治
上
層
部
の
暗
闘
に
対
応
し
、
保
守
派
の
策
動
を
封
ず
べ
く
ブ
ラ
バ
ン
ト
・
フ
ラ
ー
ン
デ
レ
ソ
諸
都
市
の
急
進
的
運
動
が
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

さ
れ
る
。
　
オ
ラ
ソ
イ
ェ
の
暗
黙
の
了
解
な
い
し
娩
曲
な
使
嚇
に
よ
っ
た
と
い
わ
れ
る
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
の
ク
ー
デ
タ
も
、
　
そ
の
一
つ
に
ほ
か
な
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ら
な
い
。
実
は
オ
ラ
ソ
イ
ェ
に
対
抗
す
る
議
会
主
流
派
の
中
心
人
物
こ
そ
ア
ー
ル
ス
ホ
ト
で
あ
り
、
ド
ソ
・
フ
ァ
ン
の
許
に
奔
っ
た
ル
ー
ル

閤
碧
Q
Φ
9
0
ざ
σ
q
争
闘
く
霞
国
。
Φ
巳
属
の
跡
を
襲
っ
て
フ
ラ
ー
ソ
デ
レ
ソ
州
総
督
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
ア
ー
ル
ス
ホ
ト
は
、
墨
州
を
オ
ラ

．ン

C
ェ
ー
ブ
ラ
バ
ン
ト
に
対
抗
す
る
保
守
派
の
根
拠
地
た
ら
し
め
ん
と
機
会
を
窺
い
、
カ
ー
ル
影
響
に
よ
り
奪
わ
れ
た
旧
特
権
の
回
復
を
願
う

ヘ
ン
ト
市
民
の
要
求
に
も
白
い
圏
を
向
け
て
い
た
。
彼
と
彼
の
影
響
下
に
あ
る
州
議
会
の
貴
族
メ
ン
バ
ー
が
狙
い
撃
ち
さ
れ
た
の
は
そ
の
た
め

　
　
⑦

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
響
ヒ
ス
ト
ラ
ー
ト

　
ヘ
ソ
ト
で
は
ク
ー
デ
タ
直
後
の
一
一
月
一
日
、
ブ
リ
ュ
セ
ル
の
先
例
に
倣
っ
て
十
八
人
委
員
会
（
建
前
上
は
市
政
府
に
協
力
し
て
市
の
行
政

・
防
衛
に
関
与
す
る
を
任
務
と
し
た
が
、
事
実
上
市
政
府
を
抑
え
て
最
高
権
力
を
握
り
、
正
規
の
行
政
諸
機
関
に
指
令
を
発
し
た
一
種
の
革
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

組
織
）
が
全
員
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
ー
し
か
も
ほ
と
ん
ど
が
市
政
の
新
人
i
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
つ
い
で
旧
特
権
の
回
復
（
旧
体
制
の

復
活
）
が
日
程
に
上
る
。
す
で
に
ク
ー
デ
タ
に
先
立
つ
一
〇
月
一
八
日
、
旧
特
権
回
復
の
請
願
が
市
政
府
（
市
参
事
会
）
に
提
出
さ
れ
、
そ
れ

が
ブ
リ
ュ
セ
ル
の
全
国
議
会
に
取
り
次
が
れ
て
、
ニ
ニ
日
に
一
応
の
好
意
的
な
回
答
が
得
ら
れ
た
。
そ
こ
で
一
一
月
上
旬
、
各
ギ
ル
ド
の
幹
部

（
長
老
留
稲
叢
幹
事
σ
q
①
署
自
③
⇔
）
選
出
が
相
つ
い
で
行
わ
れ
、
市
評
議
会
O
O
臨
9
菖
①
の
復
活
第
一
回
集
会
が
一
一
月
中
に
実
現
し
た
。
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ
サ
リ
ス

一
一
月
の
中
旬
、
十
八
人
委
員
会
の
提
案
に
よ
り
市
政
府
更
迭
の
た
め
の
政
府
委
員
の
派
遣
方
が
全
国
議
会
に
要
請
さ
れ
、
　
一
二
月
二
九
日
に

オ
ラ
ン
イ
ェ
が
来
訪
、
や
が
て
他
の
委
員
も
合
流
し
て
、
七
八
年
一
月
一
四
日
、
政
府
委
員
四
々
の
立
会
い
の
下
に
市
参
事
ω
o
げ
Φ
も
Φ
旨
の
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

選
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
八
名
の
選
挙
人
が
選
ば
れ
、
そ
の
指
名
に
よ
っ
て
や
は
り
大
半
が
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
か
つ
新
人
よ
り
成
る
新
市
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

（
ヘ
ム
ビ
ゼ
が
首
席
市
参
事
く
O
o
誘
。
げ
。
噂
①
け
）
が
成
立
し
、
任
期
は
特
例
と
し
て
七
九
年
八
月
ま
で
の
一
年
半
余
に
延
長
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ー
ケ
ソ
カ
ー
メ
ル
⑫

な
お
旧
特
権
証
書
類
が
リ
ー
ル
の
会
計
検
査
院
か
ら
「
木
樽
二
個
と
ト
ラ
ン
ク
一
個
」
に
詰
め
て
ヘ
ソ
ト
へ
戻
さ
れ
た
の
は
七
八
年
三
月
二
〇

日
、
各
ギ
ル
ド
が
そ
れ
ぞ
れ
該
当
の
証
書
の
返
還
を
受
け
た
の
は
四
月
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
復
活
し
た
の
は
、
　
一
三
〇
二
年
以
降
、
と
く
に
＝
二
六
九
年
前
後
に
ほ
ぼ
形
を
整
え
て
一
五
四
〇
年
ま
で
維
持
さ
れ
た
旧
洋
弓
で

　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罫
リ
…
レ
！
デ
ソ

あ
る
。
そ
れ
は
市
民
三
分
糊
を
前
提
と
し
、
市
政
府
も
市
評
議
会
も
こ
の
三
分
飼
に
基
い
て
構
成
さ
れ
る
。
つ
ま
り
ヘ
ソ
ト
市
民
は
三
構
成
員
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一
概
ね
地
代
・
家
賃
等
で
生
活
す
る
特
権
市
民
唱
○
○
騨
①
甚
、
　
五
十
三
の
小
ギ
ル
ド
　
箆
Φ
貯
①
鐸
塞
ぎ
σ
q
①
昌
、
毛
織
物
織
布
工
の
大
ギ
ル
ド

σQ

W
富
㊧
白
9
0
算
－
に
編
成
さ
れ
、
各
小
ギ
ル
ド
及
び
大
ギ
ル
ド
は
い
ず
れ
も
閉
鎖
性
が
強
く
、
そ
れ
ぞ
れ
長
老
一
名
と
幹
事
若
干
名
を
自

主
的
に
選
出
し
、
小
ギ
ル
ド
の
場
含
は
、
さ
ら
に
そ
の
全
体
を
統
括
す
べ
き
代
表
長
老
。
＜
曾
α
①
三
口
が
選
ば
れ
た
。
市
財
政
そ
の
他
の
重
要

事
項
を
審
議
す
る
帯
評
議
会
は
、
特
権
帯
民
、
五
ナ
三
小
ギ
ル
ド
の
長
老
・
代
表
長
老
、
大
ギ
ル
ド
の
長
老
・
幹
事
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

市
政
府
は
二
部
屋
構
成
を
と
り
、
司
法
・
行
政
を
掌
る
第
一
部
局
げ
鴛
犀
く
慧
α
Φ
図
①
霞
①
と
治
安
担
当
の
第
二
部
翫
び
舘
即
く
p
ロ
○
ゲ
③
－

α
①
①
δ
よ
り
成
る
。
各
部
局
十
三
名
の
市
参
事
は
特
権
市
民
三
、
小
ギ
ル
ド
五
、
大
ギ
ル
ド
五
の
比
率
で
選
任
さ
れ
、
第
一
部
局
の
首
席
市
参

事
が
事
実
上
市
長
の
役
を
務
め
た
。
任
期
は
一
年
（
通
常
八
月
一
五
日
が
年
度
始
め
）
、
政
府
委
員
団
を
立
会
人
と
し
て
毎
年
改
選
さ
れ
、
そ

の
た
め
に
選
挙
人
八
名
が
ま
ず
選
出
さ
れ
た
。
選
挙
人
は
各
四
名
の
君
主
側
選
挙
人
け
賃
曾
臨
①
N
鶏
・
都
市
側
選
挙
人
界
Φ
α
①
圏
Φ
N
興
よ
り
成

り
、
前
者
は
君
主
（
フ
ラ
ー
ソ
デ
レ
ソ
伯
）
ま
た
は
そ
の
代
理
が
特
権
市
民
中
よ
り
指
名
し
、
後
者
は
前
任
の
市
参
事
が
小
ギ
ル
ド
・
大
ギ
ル

ド
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
二
名
ず
つ
を
指
名
し
た
。
な
お
君
主
権
を
直
接
代
表
し
た
の
は
代
官
ぴ
O
o
σ
q
σ
9
言
芝
と
代
官
補
佐
8
α
①
吾
既
甘
妻
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
　
　
　
デ

　
こ
の
中
世
以
来
の
ヘ
ン
ト
の
政
治
・
栓
会
体
鰯
に
大
鉄
槌
を
下
し
た
の
が
カ
…
ル
五
世
で
あ
る
。
一
五
三
七
年
の
御
用
金
拒
否
に
端
を
発
し
、

三
九
年
夏
に
燃
え
上
が
っ
た
ヘ
ソ
ト
の
民
衆
反
乱
に
対
し
、
カ
ー
ル
は
仮
借
な
き
弾
圧
を
以
て
応
え
、
四
〇
年
四
月
末
、
当
市
の
一
切
の
特
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
剥
奪
し
て
い
わ
ゆ
る
カ
…
ル
認
可
状
O
胃
。
岳
霧
①
O
o
昌
8
ω
ω
δ
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ギ
ル
ド
の
市
政
参
加
を
含
む
都
市
自
治
の

基
盤
で
あ
っ
た
市
民
三
分
制
が
廃
止
さ
れ
、
ギ
ル
ド
を
整
理
統
合
し
て
新
た
に
二
十
一
の
職
業
団
体
が
組
織
さ
れ
た
。
反
乱
の
際
に
皇
帝
に
味

方
し
た
食
肉
商
・
魚
商
・
特
権
船
頭
の
三
職
種
は
例
外
的
に
旧
特
権
を
保
持
し
え
た
が
、
他
の
団
体
は
加
入
条
件
の
緩
和
（
親
方
世
襲
鰯
の
弛

緩
）
を
強
い
ら
れ
る
と
と
も
に
、
幹
部
選
挙
等
の
自
治
権
を
失
い
、
各
団
長
ピ
①
く
Φ
顕
要
（
口
。
〈
①
易
＄
）
は
当
該
職
業
と
は
無
縁
の
名
士
層

爵
。
富
び
鉱
窪
（
特
権
市
畏
の
一
部
上
層
）
　
の
中
か
ら
代
官
及
び
市
政
府
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
。
市
評
議
会
は
改
組
さ
れ
て
名
士
集
会
に
変
わ
り
、

そ
の
構
成
員
は
や
は
り
代
官
と
市
政
府
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
ま
た
市
参
事
も
、
選
挙
人
制
度
が
廃
さ
れ
て
専
ら
名
士
層
か
ら
女
主
が
任
命
し
、
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⑮

市
政
府
は
両
部
局
と
も
ヨ
ン
ク
へ
ー
ル
｝
o
巳
臼
①
母
の
称
号
を
帯
び
た
閥
族
の
徒
が
優
位
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
五
七
七
年
一
一
月
以

降
に
ヘ
ン
ト
で
展
開
さ
れ
た
旧
体
制
の
復
活
は
、
こ
う
し
た
屈
辱
的
な
カ
…
ル
認
可
状
の
全
面
否
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
と
こ
ろ
で
、
ア
ー
ル
ス
ホ
ト
ら
保
守
派
の
思
惑
が
は
ず
れ
て
む
し
ろ
オ
ラ
ン
イ
ェ
の
偲
撮
と
化
し
た
マ
テ
ィ
ア
ス
が
執
政
に
就
任
し
、
七
八

年
一
月
二
〇
日
、
ド
ソ
・
フ
ァ
ン
に
対
抗
す
る
新
政
権
が
発
足
し
た
が
、
当
政
権
は
す
ぐ
さ
ま
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
同
月
一
三
日
の
ジ
ャ
ン

ブ
ル
ー
の
戦
が
そ
れ
で
あ
る
。
議
会
軍
が
惨
敗
を
喫
す
る
や
、
政
府
と
全
国
議
会
は
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ソ
へ
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
中
央
の

統
制
力
が
弱
ま
る
と
と
も
に
各
地
で
い
わ
ゆ
る
パ
ル
テ
ィ
キ
ュ
ラ
リ
ス
ム
の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
。

　
ヘ
ソ
ト
で
は
、
七
七
年
一
一
月
以
来
聖
職
者
の
租
税
・
労
役
免
除
特
権
が
侵
犯
さ
れ
、
翌
七
八
年
二
月
に
は
兵
士
宿
泊
を
修
道
院
に
強
弓
す

る
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
が
始
ま
っ
た
が
、
こ
と
に
五
月
以
降
反
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
動
き
が
一
挙
に
強
ま
り
、
四
托
鉢
修
道
会
（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ

・
カ
ル
メ
ル
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ド
ミ
ニ
コ
）
が
ま
ず
槍
玉
に
上
が
っ
た
。
各
修
道
院
が
破
壊
・
略
奪
の
暴
行
を
受
け
、
ま
た
幾
人
も
の
修
道

士
が
男
色
の
嫌
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
拷
問
の
末
一
人
は
獄
死
、
六
月
二
八
日
の
判
決
の
結
果
、
三
人
は
答
刑
後
追
放
、
五
人
（
プ
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

会
二
人
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
三
人
）
は
火
刑
に
処
さ
れ
た
。
つ
い
で
七
月
置
ら
八
月
一
杯
、
本
格
的
な
反
カ
ト
リ
ッ
ク
・
テ
ル
ー
ル
が
荒
れ
狂

い
、
托
鉢
修
道
会
の
み
な
ら
ず
市
内
及
び
近
郊
の
全
教
会
・
修
道
院
が
丘
ハ
土
や
市
立
に
よ
る
破
壊
と
略
奪
の
対
象
と
な
り
、
営
門
や
街
角
の
聖

母
子
像
も
破
壊
ま
た
は
撤
去
さ
れ
た
。
四
托
鉢
修
道
会
の
修
道
士
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が
当
市
を
追
わ
れ
、
他
の
盤
職
者
は
平
服
に
着
替
え
て
親

族
・
知
人
宅
に
身
を
寄
せ
、
教
会
・
修
道
院
は
閉
鎖
ま
た
は
新
教
向
き
に
改
装
さ
れ
、
財
産
は
没
収
さ
れ
、
略
奪
器
物
は
競
売
に
付
さ
れ
た
。

　
他
方
そ
の
間
に
ヘ
ン
ト
で
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
が
目
ざ
ま
し
い
普
及
を
示
し
た
。
ヘ
ン
ト
和
平
後
亡
命
者
が
続
々
帰
還
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
七

　
　
　
　
　
　
ハ
　
ヘ
ブ
レ
じ
ケ
ソ

八
年
二
月
末
に
野
外
説
教
集
会
が
再
開
さ
れ
、
五
月
に
は
議
会
の
警
告
に
反
発
し
て
市
政
府
は
む
し
ろ
公
然
と
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
牧
師
の
説
教
を

擁
護
す
る
立
場
を
と
り
、
新
教
用
に
改
装
さ
れ
た
教
会
で
の
最
初
の
改
革
派
礼
拝
が
六
月
一
日
に
催
さ
れ
た
。
こ
の
頃
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
は
激
増

を
示
し
、
や
が
て
七
月
二
二
日
、
十
八
人
委
員
会
及
び
市
参
事
会
の
全
構
成
員
が
改
革
派
礼
拝
に
参
列
す
る
に
至
っ
て
、
今
や
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
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ム
は
当
市
唯
一
の
公
認
宗
教
と
化
し
た
。
す
で
に
五
月
穴
日
、
代
官
補
佐
が
更
迭
さ
れ
て
新
た
に
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
が
そ
の
職
に
就
い
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
サ
ソ
ペ
ソ
シ
ヵ
ナ
リ
ス

が
、
七
月
一
八
日
に
は
司
法
補
佐
官
・
市
政
府
法
律
怪
聞
等
の
上
級
職
か
ら
最
下
級
の
属
吏
に
至
る
ま
で
市
吏
員
全
員
が
一
挙
に
粛
清
さ
れ
て
、

全
職
階
が
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ヘ
ソ
ト
及
び
近
郊
の
十
七
の
改
革
派
信
徒
団
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
を
送
っ

　
　
　
　
　
ク
　
ヲ
　
シ
　
ス

て
、
最
初
の
地
区
教
会
会
議
を
当
市
で
開
い
た
の
も
七
月
二
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
ま
た
ブ
リ
ュ
へ
・
イ
ー
ペ
ル
・
コ
ル
ト
レ
イ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

（
ク
ル
ト
レ
）
な
ど
他
の
フ
ラ
！
ソ
デ
レ
ン
諸
都
市
に
ヘ
ソ
ト
の
軍
隊
が
派
遣
さ
れ
、
十
八
人
委
員
会
の
創
設
な
ど
市
政
の
改
革
を
上
陸
し
た
。

そ
れ
は
い
わ
ば
革
命
の
輸
出
で
あ
り
、
ス
イ
ス
の
カ
ン
ト
ソ
欄
に
倣
っ
て
「
新
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
」
ヘ
ン
ト
を
盟
主
と
す
る
フ
ラ
ー
ソ
デ
レ
ン
共
和

国
を
建
設
す
る
こ
と
が
、
ヘ
ム
ビ
ゼ
ら
の
目
標
で
あ
っ
た
。
な
お
一
〇
月
六
日
、
旧
司
教
座
聖
堂
付
属
神
学
校
に
て
神
学
二
、
ギ
リ
シ
ア
単
一
、

弁
証
法
一
、
計
四
講
座
（
翌
年
ヘ
ブ
ラ
イ
語
一
講
座
を
追
加
）
よ
り
成
る
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
ア
カ
デ
ミ
ー
（
神
学
部
）
が
牧
師
養
成
を
目
的
と
し

て
開
校
し
、
ま
た
同
月
、
や
は
り
市
当
局
の
援
助
の
下
に
ラ
テ
ン
語
学
校
が
旧
修
道
院
に
開
設
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ヘ
ソ
ト
の
情
況
に
オ
ラ
ン
イ
ェ
及
び
全
国
議
会
は
深
い
憂
慮
を
一
が
し
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ソ
等
の
諸
都
市
さ
え
も
批
判
の
目
を

向
け
、
と
り
わ
け
オ
ラ
ン
イ
ェ
は
再
三
再
四
警
告
を
発
し
て
、
中
央
へ
の
分
担
金
納
付
の
遅
滞
を
戒
め
る
と
と
も
に
ヘ
ン
ト
稲
平
の
侵
犯
を
た

　
　
　
⑱

し
な
め
た
が
、
ヘ
ン
ト
は
そ
れ
を
馬
耳
東
風
と
聞
き
流
し
た
。
不
平
党
鼠
ρ
騨
○
暮
①
簿
。
旨
（
ワ
ロ
ン
地
方
の
過
激
カ
ト
リ
ッ
ク
貴
族
党
）
に
よ

る
メ
ー
ネ
ン
占
領
（
一
〇
月
一
日
）
、
ま
た
ア
ラ
ス
の
改
革
派
に
加
え
ら
れ
た
残
虐
な
弾
圧
（
同
月
二
二
日
）
は
ヘ
ン
ト
の
動
向
に
対
す
る
ワ
戸
ソ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
の
回
答
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
う
し
た
ワ
ロ
ン
地
域
の
情
勢
が
ヘ
ン
ト
を
一
酉
刺
激
す
る
こ
と
に
な
つ

⑲
た
。

　
七
八
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
ヘ
ン
ト
の
情
況
を
左
右
す
る
論
議
の
焦
点
と
な
っ
た
の
は
、
と
り
わ
け
宗
教
平
和
図
魯
α
Q
δ
霧
囲
甑
O
の
問
題
で

あ
っ
た
。
宗
教
紛
争
の
棚
上
げ
を
願
う
ナ
ラ
ソ
イ
ェ
は
、
監
禁
貴
族
の
釈
放
、
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
独
自
の
政
治
機
関
（
十
八
人
委
員
会
等
）
の
活

動
停
止
を
含
む
宗
教
平
和
（
い
わ
ば
諸
宗
派
平
和
共
存
）
案
を
練
り
、
す
で
に
七
月
二
二
日
、
マ
テ
ィ
ァ
ス
及
び
全
国
議
会
の
一
応
の
了
承
を

　
　
　
⑳

得
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
平
和
案
に
カ
ト
リ
ッ
ク
、
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
双
方
が
難
色
を
示
し
、
そ
の
受
容
は
ど
こ
で
も
難
渋
を
極
め
た
。
オ
ラ
ン
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イ
ェ
は
と
く
に
ヘ
ン
ト
に
こ
れ
を
強
制
す
べ
く
全
力
を
挙
げ
、
八
月
以
降
、
腹
心
マ
ル
ニ
ク
ス
℃
ぼ
財
℃
℃
①
伽
①
寓
9
♪
戦
史
〆
げ
8
H
〈
磐
ω
¢

諺
疑
①
σ
q
o
巳
Φ
、
議
会
使
節
団
、
　
ア
ソ
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ソ
市
長
ら
を
次
々
に
当
市
へ
派
遣
し
た
。
　
ヘ
ン
ト
で
は
ヘ
ム
ビ
ゼ
を
初
め
牧
師
ダ
テ
ヌ
ス

℃
δ
＄
H
U
志
げ
Φ
魚
島
及
び
モ
デ
ト
出
窪
ヨ
嘗
試
O
O
Φ
α
を
中
心
と
す
る
過
激
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
が
、
　
「
礼
拝
の
多
様
は
罠
衆
の
中
に
争
い
と
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

和
を
も
た
ら
し
、
そ
の
故
に
一
つ
の
信
仰
、
一
つ
の
教
義
の
み
が
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
見
地
か
ら
あ
く
ま
で
宗
教
平
和
の
受
容
を
拒

み
、
　
一
〇
月
初
旬
、
イ
ギ
リ
ス
女
王
の
偲
偏
で
狂
信
的
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
た
る
フ
ァ
ル
ツ
伯
ヨ
ハ
ン
・
カ
ジ
ミ
ル
を
招
い
て
後
楯
と
し
、
や
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

て
オ
ラ
ソ
イ
ェ
に
対
す
る
あ
か
ら
さ
ま
な
個
人
攻
撃
さ
え
口
に
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
を
戴
く
穏
和
カ
ル
ヴ
ァ
ソ

派
は
、
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
と
も
に
オ
ラ
ソ
イ
ェ
の
宗
教
政
策
に
同
調
す
る
構
え
を
示
し
、
こ
う
し
て
ヘ
ン
ト
自
体
の
中
で
、
主
に
ギ

ル
ド
の
支
持
を
期
待
す
る
過
激
派
と
特
権
市
民
層
を
主
た
る
背
景
と
す
る
穏
和
派
（
オ
ラ
ソ
イ
ェ
派
）
と
の
対
立
が
表
面
化
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
一
一
月
一
八
日
、
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
は
ヘ
ム
ビ
ゼ
の
監
禁
を
策
し
て
失
敗
し
、
そ
の
た
め
両
派
の
緊
張
は
一
触
即
発
の
危
機
を
は
ら
ん
だ
が
、

こ
の
混
乱
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
は
オ
ラ
ン
イ
ェ
の
来
訪
で
あ
る
。
モ
デ
ト
は
事
前
に
当
市
を
去
り
、
ダ
テ
ヌ
ス
も
暫
時
ド
イ
ツ
に
逃
れ
た
。

市
評
議
会
の
要
請
に
応
じ
て
一
二
月
二
日
、
オ
ラ
ソ
イ
ェ
は
自
ら
ヘ
ン
ト
を
訪
れ
、
ヘ
ム
ビ
ゼ
一
派
の
妨
害
を
排
し
、
市
政
府
及
び
市
評
議
会

代
表
と
協
議
を
重
ね
た
上
、
よ
う
や
く
同
月
二
七
日
、
宗
教
平
和
が
布
告
さ
れ
た
。
教
会
外
で
の
宗
教
行
列
を
禁
じ
、
聖
職
老
へ
の
財
産
還
付

も
一
部
分
に
留
め
る
な
ど
カ
ト
リ
ヅ
ク
側
に
不
利
な
内
容
を
含
ん
で
い
た
が
、
と
も
か
く
新
旧
両
宗
派
に
そ
れ
ぞ
れ
六
つ
の
教
会
ま
た
は
礼
拝

堂
を
配
分
し
、
両
宗
派
の
牧
師
・
聖
職
者
に
は
市
政
へ
の
容
壕
、
平
和
掩
乱
の
説
教
を
禁
ず
る
と
と
も
に
、
両
宗
派
そ
れ
ぞ
れ
四
名
ず
つ
、
計

八
名
の
平
和
監
視
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。
翌
七
九
年
一
月
一
日
、
ミ
サ
が
再
開
さ
れ
、
一
見
万
事
平
穏
の
中
に
カ
ジ
ミ
ル
が
去
り
、
オ
ラ
ソ

イ
ェ
も
同
月
一
九
日
、
当
市
を
離
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
だ
が
宗
教
平
和
は
す
ぐ
さ
ま
犯
さ
れ
、
反
故
と
な
る
。
七
九
年
二
月
四
日
に
ヘ
ソ
ト
が
ユ
ト
レ
ヒ
ト
同
盟
に
加
入
し
て
後
、
早
く
も
三
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

社
会
的
性
質
を
も
帯
び
た
激
し
い
反
カ
ト
リ
ッ
ク
・
テ
ル
ー
ル
が
再
開
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
三
月
一
〇
日
か
ら
翌
日
に
か
け
て
、
説
教
中
の
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カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
老
が
教
会
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
教
会
・
修
道
院
が
略
奪
に
晒
さ
れ
、
十
数
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
捕
え
ら
れ
た
。
同
月
下

旬
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
礼
拝
が
禁
止
さ
れ
、
さ
き
に
宗
教
平
和
受
諾
と
と
も
に
中
立
地
域
へ
移
送
す
べ
く
一
旦
デ
ソ
デ
ル
モ
シ
デ
に
護
送
さ
れ
て

い
た
監
禁
貴
族
た
ち
も
、
三
一
日
に
再
び
ヘ
ン
ト
へ
連
れ
戻
さ
れ
た
。
つ
い
で
四
托
鉢
修
道
会
は
追
放
処
分
を
受
け
（
四
月
八
日
）
、
新
教
徒
に

無
用
の
教
会
・
修
道
院
は
閉
鎖
ま
た
は
取
り
穀
さ
れ
た
。
コ
ル
ト
レ
イ
ク
・
ア
ー
ル
デ
ソ
ブ
ル
フ
な
ど
近
隣
諸
都
市
へ
の
革
命
の
輸
出
も
再
開

さ
れ
、
六
月
半
ば
の
監
禁
貴
族
逃
亡
事
件
で
激
高
し
た
世
論
を
背
景
に
、
七
月
に
は
、
従
来
オ
ラ
ン
イ
ェ
派
の
手
中
に
あ
っ
た
ア
ウ
デ
ナ
ー
ル

デ
も
ヘ
ソ
ト
の
軍
事
介
入
に
よ
り
宗
教
平
和
を
躁
踊
さ
れ
た
。
し
か
も
ヘ
ム
ビ
ゼ
は
七
月
七
日
、
ま
ず
民
兵
σ
9
σ
q
o
ヨ
ρ
o
馨
の
全
部
隊
に
、

つ
い
で
九
日
、
市
の
参
事
・
吏
員
全
員
に
対
し
て
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
信
奉
の
宣
誓
を
強
要
す
る
。
こ
う
し
た
過
激
化
に
再
び
不
安
を
覚
え
た
穏

和
派
は
、
ヘ
ム
ビ
ゼ
解
任
と
市
政
の
転
換
を
目
途
に
ひ
そ
か
に
オ
ラ
ソ
イ
ェ
と
連
絡
を
と
り
、
一
時
は
ヘ
ム
ビ
ゼ
を
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
邸
に
監
禁

し
た
。
し
か
し
こ
の
策
動
は
民
衆
の
重
力
の
前
に
潰
え
、
結
局
巧
み
に
機
先
を
制
し
た
の
は
ヘ
ム
ビ
ゼ
で
あ
っ
た
。
七
月
二
七
日
、
当
年
の
市

参
箏
改
選
立
会
い
の
た
め
の
来
意
を
告
げ
る
オ
ラ
ソ
イ
ェ
の
書
簡
が
届
き
、
そ
の
諾
否
を
め
ぐ
っ
て
過
激
・
穏
和
両
派
が
激
し
く
応
酬
し
合
っ

た
が
、
翌
二
八
日
、
ヘ
ム
ビ
ゼ
は
ギ
ル
ド
の
支
持
を
憎
み
、
軍
隊
を
動
員
し
て
ク
ー
デ
タ
に
打
っ
て
出
る
。
つ
ま
り
恒
例
の
予
定
碕
を
繰
り
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

げ
、
し
か
も
政
府
委
員
の
立
会
い
も
選
挙
人
の
君
上
も
抜
き
で
ー
ヘ
ム
ビ
ゼ
の
弁
明
に
よ
れ
ば
、
由
々
し
い
陰
謀
に
対
す
る
や
む
を
え
ぬ
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

防
措
置
と
し
て
一
期
合
法
な
市
政
府
更
迭
を
強
行
す
る
。
ま
さ
に
「
兵
士
ど
も
が
政
府
委
員
を
務
め
、
牧
師
た
ち
が
選
挙
人
で
あ
っ
た
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

こ
う
し
て
成
立
し
た
ヘ
ム
ビ
ゼ
首
班
の
新
市
政
府
が
、
ほ
ぼ
全
員
過
激
派
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ヘ
ン
ト
の
過
激
派
独

裁
は
こ
こ
に
完
成
し
た
か
に
見
え
た
。

　
し
か
し
思
い
も
か
け
ず
、
新
任
市
参
事
た
ち
は
選
任
手
続
の
不
備
を
理
由
に
宣
誓
を
拒
否
し
、
ま
た
市
評
議
会
で
は
と
く
に
特
権
市
民
が
新

市
政
府
を
黙
殺
す
る
態
度
に
出
た
。
そ
こ
へ
八
月
二
日
、
来
意
を
告
げ
る
オ
ラ
ソ
イ
ェ
の
書
簡
が
再
び
届
き
、
市
評
議
会
は
一
そ
の
三
構
成

員
の
歩
調
が
必
ず
し
も
十
分
に
揃
わ
な
か
っ
た
が
ー
オ
ラ
ソ
イ
ェ
の
意
向
に
従
う
こ
と
に
決
し
た
。
や
は
り
ヘ
ム
ビ
ゼ
や
ダ
テ
ヌ
ス
の
猛
烈

な
妨
害
は
あ
っ
た
も
の
の
、
八
月
一
八
田
、
オ
ラ
ン
イ
ェ
が
迎
え
ら
れ
る
。
翌
々
月
〇
日
、
今
度
は
正
規
の
手
続
を
踏
ん
で
改
め
て
市
参
事
改
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㊧

選
が
行
わ
れ
、
オ
ラ
ソ
イ
ェ
派
よ
り
成
る
新
市
政
府
が
誕
生
す
る
。
ダ
テ
ヌ
ス
は
ま
た
し
て
も
事
前
に
逃
亡
し
、
ヘ
ム
ビ
ゼ
は
そ
れ
に
失
敗
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
が
、
牧
師
や
民
衆
の
援
護
活
動
も
効
な
く
、
八
月
二
九
日
、
フ
ァ
ル
ツ
へ
向
け
て
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
や
が
て
一
〇
月
五
日
、
十
八

人
委
員
会
も
つ
い
に
解
散
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
ヘ
ム
ビ
ゼ
に
象
徴
さ
れ
る
過
激
派
の
嵐
は
一
旦
収
ま
り
、
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
（
八
○
年
九
月
一
日
、
ヘ
ソ
ト
代
官
に
就
任
）
の
指
導
下
に
ヘ
ン

ト
は
小
康
期
を
迎
え
た
。
だ
が
ヘ
ン
ト
内
外
の
情
況
が
平
穏
に
帰
し
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
反
カ
ト
リ
ッ
ク
・
テ
ル
ー
ル
は
断
続
的
に
激

発
し
、
八
○
年
二
月
一
五
日
、
洗
礼
・
婚
礼
の
執
行
を
改
革
派
教
会
の
み
に
限
る
と
の
布
告
が
出
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
礼
拝
は
事
実
上
禁
止
さ
れ

た
。
他
方
こ
の
頃
か
ら
ス
ペ
イ
ン
軍
の
脅
威
が
日
増
し
に
強
ま
っ
た
。
八
○
年
二
月
に
コ
ル
ト
レ
イ
ク
、
八
一
年
一
一
月
に
ト
ゥ
ル
ネ
、
八
二

年
七
月
に
は
ア
ウ
デ
ナ
ー
ル
デ
が
次
々
に
陥
落
し
た
。
加
う
る
に
、
フ
ラ
ン
ス
王
弟
ア
ソ
ジ
ュ
ー
公
フ
ラ
ン
ソ
ワ
の
擁
立
と
そ
の
破
局
を
め
ぐ

っ
て
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
の
指
導
性
が
鼎
の
軽
重
を
問
わ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
外
国
の
支
援
を
反
乱
成
功
の
不
可
欠
の
条
件
と
確
信
す
る
オ
ラ
ソ
イ
ェ
は
、
ア
ン
リ
三
世
の
援
助
を
目
当
て
に
す
で
に
七
六
年
末

以
来
ア
ソ
ジ
ュ
ー
と
接
触
し
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
八
○
年
九
月
、
全
国
議
会
と
ア
ソ
ジ
ュ
ー
の
間
に
、
議
会
主
導
型
の
制
限
君
主
制
の
枠
内

で
ア
ン
ジ
ェ
ー
を
君
主
と
し
て
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
迎
え
る
協
定
（
プ
レ
シ
条
約
）
が
成
立
し
た
。
八
一
年
三
月
の
マ
テ
ィ
ア
ス
辞
任
、
同
年

七
月
ご
六
籍
の
全
国
議
会
に
よ
る
フ
ェ
リ
ペ
廃
位
決
議
は
、
新
君
主
を
迎
え
る
に
先
立
っ
て
の
い
わ
ば
事
務
的
手
続
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
ア
ン
ジ
ュ
ー
は
八
二
年
二
月
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ソ
に
赴
任
し
、
八
月
二
〇
日
に
は
ヘ
ソ
ト
を
訪
れ
て
正
式
に
フ
ラ
ー
ン

デ
レ
ン
伯
位
を
承
認
さ
れ
、
か
つ
当
年
の
市
参
事
改
選
に
立
会
っ
た
。
だ
が
実
を
い
え
ば
、
ア
ン
ジ
ュ
ー
は
招
か
れ
ざ
る
客
に
等
し
か
っ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
王
子
、
し
か
も
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
と
結
び
つ
い
た
サ
ン
H
バ
ル
テ
ル
ミ
の
血
生
臭
い
記
憶
も
人
々
の
脳
裡
か
ら
ま
だ
宏
っ
て
は

い
な
い
。
加
う
る
に
南
部
池
州
、
と
り
わ
け
フ
ラ
ー
ン
デ
レ
ン
に
は
伝
統
的
に
根
深
い
反
響
感
情
が
底
流
す
る
。
新
君
主
へ
の
不
信
は
、
そ
の

擁
立
に
奔
走
し
た
ナ
ラ
ソ
イ
ェ
へ
の
不
信
に
連
な
る
。
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こ
の
不
信
は
や
が
て
一
挙
に
憤
激
に
ま
で
高
ま
る
。
君
主
権
を
大
幅
に
制
…
限
さ
れ
、
周
囲
の
疑
惑
の
目
の
中
で
孤
立
感
を
深
め
た
ア
ソ
ジ
ュ

ー
が
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ソ
な
ど
若
干
の
要
地
の
軍
事
占
領
を
策
し
（
八
三
年
一
月
一
七
日
の
フ
ラ
ン
ス
兵
狂
暴
閃
舜
霧
Φ
費
識
。
）
、
そ
れ
が
惨

め
な
失
敗
に
終
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
や
四
面
楚
歌
の
ア
ソ
ジ
ェ
ー
に
オ
ラ
ソ
イ
ェ
は
な
お
も
執
着
を
見
せ
た
が
、
ヘ
ソ
ト
で
は
同
年
二
月

八
臼
、
市
評
議
会
が
．
ア
ソ
ジ
ュ
ー
否
認
を
決
議
し
、
六
月
一
八
日
、
フ
ラ
ー
ン
デ
レ
ソ
州
議
会
も
同
趣
旨
の
決
定
を
下
し
た
。
そ
の
間
に
レ
イ

ホ
ー
フ
ェ
は
権
威
を
失
っ
て
ヘ
ソ
ト
を
離
れ
、
彼
本
来
の
拠
点
デ
ン
デ
ル
モ
ソ
デ
に
拠
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
オ
ラ
ソ
イ
ェ
も
七
月
下
旬
、
ア

ソ
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
を
去
っ
て
北
部
へ
移
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ヘ
ソ
ト
で
は
か
っ
て
の
指
導
老
ー
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ム
の
激
越
な
守
護
者
た
る
と
と
も
に
名
う
て
の
フ
ラ
ン
ス
嫌
い
一
が
改
め
て
想
起
さ

れ
る
。
七
月
初
旬
、
ヘ
ソ
ト
の
使
節
が
フ
ァ
ル
ツ
へ
派
遣
さ
れ
る
。
八
月
一
四
日
、
市
参
事
改
選
に
当
た
っ
て
不
在
の
ヘ
ム
ビ
ゼ
が
民
衆
の
歓

呼
の
中
で
首
席
市
参
事
に
選
任
さ
れ
る
。
一
〇
月
二
四
日
、
ヘ
ム
ピ
ゼ
が
帰
還
し
、
狂
瀾
を
既
倒
に
廻
ら
す
べ
く
市
参
事
会
へ
最
後
の
説
得
に

当
た
っ
て
い
た
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
は
、
命
か
ら
が
ら
脱
出
し
て
デ
ソ
デ
ル
モ
ソ
デ
へ
帰
る
。

　
だ
が
ヘ
ン
ト
は
す
で
に
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
苦
境
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
予
め
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
擁
護
の
熱
意
と
フ
ラ
ン
ス
へ
の
憎
悪
を
公

言
し
て
フ
ラ
ー
ン
デ
レ
ソ
州
総
督
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
シ
メ
O
冨
詰
①
ω
α
Φ
9
0
ざ
鷲
営
。
。
〈
勲
口
O
ぼ
影
曙
（
ア
ー
ル
ス
ホ
ト
の
子
息
）
が

逸
早
く
ス
ペ
イ
ン
側
と
通
じ
、
そ
う
し
た
変
節
が
蔓
延
す
る
混
乱
情
況
の
中
で
ス
ペ
イ
ン
軍
の
ヘ
ソ
ト
包
囲
網
が
い
よ
い
よ
縮
ま
り
、
し
か
も

市
内
に
多
数
の
近
郊
農
民
が
流
入
し
て
食
糧
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
＝
一
月
一
日
、
近
傍
の
ア
ー
ル
ス
ト
が
敵
の
手
に
落

ち
る
。
自
ら
の
紋
章
入
り
の
貨
幣
を
鋳
ら
せ
る
ほ
ど
の
勢
威
を
誇
っ
た
ヘ
ム
ビ
ゼ
そ
の
人
の
変
節
が
表
面
化
し
た
の
は
、
こ
の
苦
境
の
中
で
の

こ
と
で
あ
る
。
八
四
年
二
月
一
六
日
、
ヘ
ム
ビ
ゼ
は
市
吏
員
の
更
迭
を
断
行
す
る
。
先
年
と
は
逆
に
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
を
罷
免
し
、
カ
ト
リ
ッ

ク
を
以
て
こ
れ
に
代
え
る
。
三
月
初
め
、
市
評
議
会
の
議
に
基
い
て
敵
将
パ
ル
マ
公
ア
レ
サ
ソ
ド
ロ
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
と
の
和
平
交
渉
が
一
旦

は
開
始
さ
れ
、
ヘ
ム
ビ
ゼ
の
こ
の
政
策
転
換
を
刎
頸
の
友
ダ
テ
ヌ
ス
が
－
l
l
同
僚
牧
師
連
の
憤
激
を
買
っ
て
ま
で
も
1
支
持
す
る
。
し
か
し
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ヘントのカルヴァン派独裁（1577－1584）（川口）

つ
い
に
ヘ
ム
ビ
ゼ
は
、
ヘ
ン
ト
の
破
局
に
先
ん
じ
て
自
ら
の
墓
穴
を
掘
る
。
デ
ソ
デ
ル
モ
ソ
デ
挾
撃
を
臼
論
む
敵
軍
と
の
共
謀
が
発
覚
し
て
、

三
月
二
三
日
、
彼
は
逮
捕
さ
れ
、
や
が
て
オ
ラ
ソ
イ
ェ
暗
殺
（
七
月
一
〇
日
）
の
報
が
届
い
て
間
も
な
く
、
八
月
四
葉
、
処
刑
台
の
露
と
消
え
た
。

　
そ
の
間
に
講
和
派
・
反
講
和
派
の
対
立
が
激
化
し
、
こ
と
に
五
月
一
五
日
、
　
「
講
和
、
講
和
！
」
　
「
宗
教
、
宗
教
！
」
と
叫
び
合
う
両
派
の

乱
闘
事
件
が
起
こ
り
、
反
講
和
派
が
一
旦
は
講
和
派
を
制
し
て
徹
底
抗
戦
の
構
え
を
示
し
た
。
だ
が
戦
局
は
い
よ
い
よ
急
を
欝
げ
、
す
で
に
四

月
七
目
に
イ
ー
ペ
ル
、
つ
い
で
五
月
二
〇
日
に
ブ
リ
ェ
へ
が
陥
落
し
、
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
が
見
棄
て
た
デ
ソ
デ
ル
モ
ン
デ
も
、
八
．
月
一
八
日
、
ス

ペ
イ
ン
軍
の
手
に
帰
し
た
。
今
や
万
事
休
し
た
ヘ
ソ
ト
は
、
九
月
初
め
パ
ル
マ
と
の
交
渉
の
再
開
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
同
月
一
七
日
、
つ
い
に

開
域
し
て
敵
の
軍
門
に
降
っ
た
。

　
以
後
ヘ
ソ
ト
で
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
再
建
、
新
教
徒
の
亡
命
が
始
ま
り
、
ま
た
市
敷
組
織
は
大
筋
に
お
い
て
カ
ー
ル
認
可
状
の
そ
れ
に
復
帰

し
た
。
一
一
月
一
五
臼
の
改
選
で
は
、
新
市
参
事
は
専
ら
名
士
層
の
中
か
ら
君
主
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
当
然
全
員
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

同
時
に
代
官
の
権
限
が
著
し
く
強
化
さ
れ
て
、
書
主
権
が
市
政
に
直
接
容
博
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
独
裁
と
と
も
に
一
時
復
活

し
た
ヘ
ソ
ト
の
旧
自
治
体
制
は
、
こ
う
し
て
跡
形
も
な
く
潰
え
去
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頃
凶
ω
汁
。
犀
。
山
。
　
　
　
　
　
　
ご
昌
幽
Φ
謬
層
く
噛
d
貯
①
o
げ
伸
日
㊤
ζ
n
b
o
”
　
　
　
“
㎝
1
一
『
ω
”
　
　
　
戸
O
切
子
…
諺
■

①
　
以
下
本
節
の
叙
述
は
主
と
し
て
次
の
文
献
に
拠
る
。
＜
．
局
ユ
ρ

　
○
㊤
昌
9
b
ご
触
g
×
o
＝
o
ω
お
お
℃
唱
℃
’
ト
ニ
H
Q
。
南
蒔
9
鎖
噂
℃
瞭
。
気
受
ρ
凄
八
二
。
冒
。
α
⑦
切
鉱
－

　
σ
q
置
蝦
ρ
点
く
噂
ω
．
働
畠
ご
切
同
ロ
誕
鶴
一
〇
ω
お
昏
σ
S
℃
や
戴
占
○
。
ρ
o
。
。
℃
◆
お
の
融
∴
O
’

　
潔
巴
。
鵠
α
q
お
鐸
詳
　
ヒ
．
国
ω
℃
H
謬
　
受
壷
焦
。
巳
胃
置
8
　
⑦
叶
　
霞
　
男
①
〈
o
冨
建
。
嵩
　
伽
Φ
ω

　
℃
螢
望
。
・
－
切
霧
p
ロ
メ
く
囲
。
。
。
譲
9
⑦
”
目
。
二
く
口
口
お
㏄
ρ
Φ
ω
や
℃
や
①
恥
I
c
。
9
置
り
陣
叫

　
男
。
く
ρ
口
菊
O
O
ω
げ
同
◎
O
O
ぎ
O
O
ω
O
げ
貯
創
①
ロ
陶
q
o
ぐ
P
ロ
ノ
「
貯
㊤
昌
山
①
同
④
P
囲
く
噂
切
同
蛋
㎝
ω
⑦
一

　
お
Q
。
ρ
℃
や
お
㎝
凸
謡
…
国
．
野
国
昌
昌
。
〈
餌
p
O
Φ
匡
①
び
潟
Φ
ぐ
。
ピ
ロ
。
鵠
昌
駄
3
国
？

　
8
H
ヨ
欝
江
ρ
》
日
ω
＄
a
即
ヨ
一
㊤
腿
Q
。
糟
℃
や
濫
も
Φ
嚇
一
8
ム
G
。
押
一
α
o
。
1
嵩
舟
寓
。
〈
p
昌

　
≦
霧
く
。
搾
。
、
O
即
旨
9
図
も
・
繭
三
リ
ゥ
㎝
①
喚
窪
ω
ぎ
瞭
①
㎝
o
o
貯
す
切
口
＝
×
巴
一
霞
回
詮
ρ
唱
や

圃
◎
Q
一
◎
◎
切
（
フ
ラ
マ
ソ
語
改
訂
版
O
③
暮
・
ω
O
げ
⑦
富
ぐ
騨
謬
Φ
O
瓢
ω
O
鉱
巴
①
O
O
ω
O
凱
㊦
，

　
Ω
o
凱
ω
℃
O
o
纂
お
ミ
噛
唱
や
誤
－
Q
。
b
。
）
…
掛
お
。
碁
。
霧
Q
①
ω
o
乞
9
Φ
慧
ω
α
臼
翼
巴
。
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
℃
．
　
　
　
　
o
。
。
や
　
　
　
　
　
　
　
U
o
ω
喝
δ
欝
’

　
o
℃
。
9
叶
こ
℃
や
＝
O
ー
ト
5
b
Ω
ρ

②
　
こ
の
頃
ま
で
の
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
の
経
歴
は
ほ
と
ん
ど
不
賜
で
あ
る
が
、
一
五
七

　
六
年
、
デ
ン
デ
ル
モ
ン
デ
駐
奄
の
ド
イ
ツ
人
傭
兵
と
の
折
衝
を
委
ね
ら
れ
て
そ
の

　
解
散
に
貢
献
し
、
翌
年
八
月
、
こ
の
町
の
代
官
職
に
就
い
た
。
彼
の
伝
記
と
し
て

　
は
剛
。
司
諾
α
o
に
o
ρ
卿
鵠
●
〈
雪
α
強
い
ぎ
山
。
ジ
図
Φ
鋳
巳
δ
（
声
量
口
O
o
ヨ
Ω
o
貯
y

　
ぎ
”
醤
。
σ
q
舜
℃
三
〇
富
戸
試
。
詳
餌
一
P
図
．
b
ご
笙
×
⑦
＝
①
。
。
一
〇
◎
Q
。
Q
Q
高
◎
。
Q
。
P
℃
や
H
q
。
占
㊤
。

③
ク
ー
デ
タ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
囲
玄
伽
こ
喝
や
曵
巨
－
鵠
舟
属
①
〆
δ
◎
①
客
⑩
ぐ
韓
－

　
σ
Q
三
＄
、
o
や
9
叶
こ
噸
唱
●
回
Q
。
占
ρ

④
七
八
年
五
月
以
降
御
絹
邸
℃
鼠
器
。
夢
。
協
に
移
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
四
日
、
ヘ

　
セ
ル
ス
は
処
刑
、
一
一
月
二
九
日
、
ム
ス
ク
ル
ン
は
獄
死
、
翌
七
九
年
六
月
一
五
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臼
、
ズ
ゥ
ェ
フ
ェ
ヘ
ム
ら
は
脱
走
、
ブ
リ
ュ
へ
・
イ
ー
ペ
ル
両
司
教
は
八
一
年
八

　
月
一
四
践
、
人
質
交
換
で
釈
放
さ
れ
た
。

⑤
拙
稿
「
ガ
ン
の
和
平
四
〇
〇
年
」
『
醸
洋
史
学
』
一
〇
八
事
（
　
九
七
八
）
参
照
。

⑥
野
巴
。
ユ
β
脅
く
ρ
巳
霞
緊
巳
Φ
戸
ε
，
9
ゆ
二
や
や
．
貫
O
為
二
■

⑦
ク
ー
デ
タ
を
め
ぐ
る
前
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
O
・
国
辱
瞬
営
切
諺
ω
。
ヨ
巴
8
お

　
O
o
鼠
。
。
o
げ
。
乙
貯
破
α
霞
≦
げ
騨
一
ω
o
げ
。
α
q
o
毒
＄
8
昌
く
餌
昌
α
Φ
Ω
①
ロ
。
円
盤
①
Q
巳
P

　
押
缶
舞
二
〇
日
一
Q
。
霧
「
℃
や
μ
Q
。
ω
1
笛
窃
「

⑧
通
常
こ
の
委
員
会
と
混
周
さ
れ
る
も
の
に
軍
購
委
員
会
同
円
こ
鵬
護
と
が
あ

　
る
。
デ
ス
プ
レ
ツ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
恐
ら
く
十
八
人
委
員
会
に
、
そ
の
成
立
の

　
二
週
間
後
に
付
設
さ
れ
た
特
別
委
員
会
で
あ
っ
て
、
市
の
防
衛
工
寮
（
八
一
年
に

　
完
成
し
た
新
市
壁
の
建
設
）
、
民
兵
の
指
轟
監
督
、
内
外
人
傭
兵
の
募
集
・
管
理

　
が
そ
の
任
務
で
あ
っ
た
。
U
o
。
・
嘆
緯
却
。
や
9
什
二
℃
℃
’
お
刈
占
①
ρ
な
お
こ
の
防

　
衛
工
慕
・
民
兵
問
題
を
論
じ
た
も
の
に
P
・
U
o
ω
冥
。
欝
層
ω
＄
α
ω
く
。
誘
仲
買
障
一
口
σ
q
o
鄭

　
Φ
遣
σ
賃
σ
q
窪
菱
p
o
耳
鉱
五
⑦
田
畠
①
ぎ
ω
鍵
霞
繋
凶
。
す
『
o
昂
α
震
Ω
Φ
馨
ω
㊦
O
鶏
く
一
巳
望

　
鉱
ω
o
｝
5
図
碧
篇
σ
嵩
。
胃
（
一
竃
刈
占
塔
り
y
ぎ
”
国
麟
ロ
伽
①
一
襲
σ
q
o
昌
α
o
目
竃
舞
岱
昌
㊤
ヤ

　
℃
こ
く
。
自
○
⑦
。
。
o
ぼ
①
山
。
巳
。
。
o
⇒
○
嵩
ロ
げ
魚
象
【
三
生
Φ
盆
○
¢
暮
噌
画
一
①
5
く
。
男
⑦
㊦
H
白
ω

　
図
図
糟
搭
①
9
℃
や
。
。
点
。
。
が
あ
る
。

⑨
　
市
役
職
の
経
験
者
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
十
入
名
中
君
名
だ
け
で
あ
る
。

　
U
o
ω
窟
。
け
N
」
U
o
一
霧
訂
霞
ρ
窪
。
嘲
や
お
Φ
．

⑩
　
君
主
側
選
挙
人
臨
名
中
カ
ト
リ
ッ
ク
三
名
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
｝
名
、
都
市
側

　
選
挙
人
四
名
は
全
員
が
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
、
内
二
名
は
十
八
人
委
員
会
委
員
。

　
H
σ
践
．
匂
℃
．
ぱ
ω
。

⑬
新
市
参
蛮
二
十
六
名
中
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
僅
か

　
一
名
、
少
な
く
と
も
十
九
名
は
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
、
内
十
一
名
は
十
八
人
委
員
会

　
委
二
一
。
ま
た
二
十
六
名
｛
丁
二
十
二
名
が
市
参
事
職
志
木
侮
総
験
融
窟
。
H
σ
箆
こ
　
℃
や
　
同
ω
①
”

　
H
ら
A
一
昌
A
研
■

⑫
切
賃
葛
巳
房
9
甘
農
冨
噂
O
げ
①
巳
ω
。
9
0
。
伍
。
匡
巴
。
巳
⑭
ω
・
昌
9
8
渕
H
？

　
⇒
楼
犀
Φ
く
ρ
ゆ
O
o
び
曾
。
Φ
鉢
Φ
口
。
昌
犀
①
ヰ
臼
団
①
び
ぎ
器
昌
。
旨
。
暮
器
9
衛
①
。
。
審
臼

　
く
㊤
聞
Ω
窪
α
。
。
巴
。
冨
び
。
け
甘
鶏
H
g
O
ε
仲
財
段
歴
象
窃
G
。
伊
目
H
り
○
①
暮
ミ
器
層

　
や
ド
ω
梱
（
た
だ
し
頁
の
数
字
は
筆
者
の
参
照
し
え
た
一
七
八
○
年
鑑
に
よ
る
。
　
一

　
七
五
二
年
版
と
は
若
干
の
ず
れ
が
あ
り
う
る
。
）

⑩
旧
体
制
に
つ
い
て
は
く
§
≦
o
讐
①
陣
ρ
o
や
9
け
こ
℃
℃
■
恥
Q
。
1
①
ド
（
フ
ラ
マ
ン

　
語
版
．
℃
や
犠
占
。
。
）

⑭
こ
の
ヘ
ン
ト
の
反
乱
の
経
緯
に
つ
い
て
は
霞
■
艶
お
自
・
’
醤
溢
8
冨
自
。
切
①
7

　
α
q
δ
償
ρ
目
H
押
蒔
①
伽
こ
切
門
q
呂
¢
一
ぼ
ω
お
窃
G
Q
、
唱
℃
噸
一
嵩
ー
ド
b
o
o
Q
’
な
お
カ
ー
ル
は
反

　
乱
再
発
防
止
の
た
め
鶏
バ
ー
フ
（
バ
ヴ
ォ
ン
）
修
道
院
跡
に
ス
ペ
イ
ン
軍
城
塞

　
ω
℃
窪
旨
費
山
冨
ω
盆
魁
を
建
設
し
た
。
　
ヘ
ン
ト
に
と
っ
て
屈
辱
の
象
徴
た
る
こ
の

　
城
塞
は
七
七
年
八
月
以
降
取
り
殿
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
新
市
壁
に
組
み
込
ま
れ
た
。

⑮
　
〈
ρ
β
≦
㊦
円
く
O
搾
O
’
O
℃
噸
O
μ
紳
こ
℃
℃
・
刈
Q
Q
I
刈
9
（
フ
ラ
マ
ン
戴
㎎
版
℃
噂
・
刈
O
一
刈
b
o
）

⑱
五
修
道
士
処
刑
の
詳
細
に
つ
い
て
は
累
曾
①
α
。
ン
遅
く
曾
α
q
鼠
Φ
ω
”
。
℃
．
鼻
・
も
・

　
G
◎
ド
戸
H
9
国
．
伽
Φ
試
o
H
o
僧
P
出
一
ω
8
博
Φ
価
㊦
一
、
国
o
q
一
勝
Φ
Φ
轟
切
巴
σ
q
一
ρ
g
P
＜
噂

　
切
窓
×
Φ
＝
㊦
ω
お
認
、
℃
．
卜
Q
8
●

⑫
　
ブ
リ
ュ
へ
は
七
八
年
三
月
二
〇
臼
、
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
の
手
で
占
領
さ
れ
、
直
ち

　
に
十
八
人
委
員
会
を
設
け
、
市
敬
府
が
更
迭
さ
れ
た
。
コ
ル
ト
レ
イ
ク
も
三
月
　

　
三
臼
に
岡
じ
く
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
が
薦
領
一
し
、
四
月
に
十
八
人
委
員
会
設
麗
、
六
月

　
に
市
政
府
更
迭
。
イ
ー
ペ
ル
は
七
月
一
九
日
以
降
ヘ
ソ
ト
軍
の
占
領
下
に
置
か
れ
、

　
や
は
り
十
八
入
委
員
会
が
設
遣
さ
れ
た
。
ブ
リ
ュ
へ
占
領
の
詳
細
に
つ
い
て
は

　
閃
器
9
ほ
o
ρ
暑
く
B
巳
㊤
い
旨
9
鈍
。
や
。
諄
．
讐
℃
℃
■
謡
や
㌶
黛
裟
曾
⑦
O
⑦
駕
⑩
－

　
〈
曾
σ
Q
巴
霧
勺
。
℃
噛
。
間
け
‘
℃
℃
．
ひ
。
o
。
1
鱒
O
．

⑱
　
例
・
え
ば
七
八
年
・
九
月
二
七
目
［
付
ヘ
ソ
ト
宛
山
下
簡
（
レ
角
ρ
｝
㊦
詳
⑳
一
①
ρ
＝
、
O
℃
9
0
詐
こ
℃
噂

　
目
Q
Q
O
）
、
同
晶
ヰ
一
〇
月
忌
B
付
フ
ラ
ー
ン
デ
レ
ン
州
議
会
宛
書
簡
（
勺
翠
顕
角
く
団
箒

　
島
。
目
。
簿
。
巴
δ
く
P
U
o
o
霞
罷
。
謬
冨
一
｝
愚
巳
峠
ω
話
一
餌
江
搾
帥
｝
”
鉱
。
庸
ε
写
。
伽
信
区
く
目
。

　
ω
晟
9
ρ
押
切
旨
器
娼
。
ω
一
。
。
。
。
ら
。
噂
唱
℃
。
N
。
。
O
I
N
お
）
。

⑲
一
〇
月
匹
日
、
監
禁
中
の
ヘ
セ
ル
ス
及
び
フ
ィ
ス
智
p
α
。
≦
器
げ
（
イ
ン
へ
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ル
ミ
ュ
ン
ス
テ
ル
代
官
）
が
処
刑
さ
れ
た
の
は
、
不
平
党
の
メ
ー
ネ
ン
粛
領
へ
の

　
　
報
復
と
し
て
で
あ
っ
た
。
処
刑
の
詳
細
は
切
屋
O
Φ
は
o
ρ
悉
く
ρ
巳
卑
ど
ぎ
α
o
ρ

　
　
o
や
。
罫
．
℃
℃
■
謡
①
i
二
Q
。
四
竃
α
＜
①
島
Φ
崔
Φ
く
⑦
嶺
巳
①
。
。
扇
。
や
。
一
f
や
ω
O
コ
■
ち
．

　
⑳
三
十
条
よ
り
成
る
こ
の
平
和
案
の
全
文
は
亀
卜
。
蚕
く
戸
戸
。
や
臓
け
‘
》
唱
唱
睾
象
8

　
　
同
押
b
や
b
。
し
。
窃
－
卜
。
濠
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
⑳
　
七
八
年
九
月
、
議
会
の
要
諮
に
対
す
る
十
八
人
委
員
会
の
回
答
（
σ
⑦
回
。
⇒
σ
q
げ
ρ

　
　
o
や
。
搾
”
℃
■
曾
）
。

　
⑫
　
モ
デ
ト
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
偶
像
崇
拝
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
徒
は
数
年

　
　
前
に
新
教
徒
を
火
刑
に
処
し
た
の
だ
か
ら
命
が
助
か
る
だ
け
で
満
足
す
べ
き
で
あ

　
　
る
と
説
き
（
一
一
月
九
日
）
、
ダ
テ
ヌ
ス
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
許
容
は
無
神
論

　
　
的
所
業
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
イ
ェ
は
シ
ャ
ツ
を
着
替
え
る
よ
う
に
宗
教
を
替
え
、
実

　
　
利
を
以
て
わ
が
神
と
な
す
不
面
心
の
輩
で
あ
る
と
言
明
し
た
。

　
⑯
　
詳
細
は
男
話
餌
。
ユ
β
欝
く
霞
血
。
貝
い
ヨ
負
①
P
o
℃
．
o
搾
讐
唱
や
鵡
O
為
さ
。
ご
翼
①
－

　
　
＜
Φ
α
Φ
馬
券
韓
σ
q
艮
。
ω
噂
。
℃
■
9
伴
こ
℃
や
ω
㊤
1
畠
梱

　
⑳
　
、
、
屑
僧
唱
㊦
ロ
甑
。
①
μ
円
預
巳
屋
臼
2
5
。
α
σ
q
O
①
龍
．
（
聖
職
者
の
血
、
分
限
者
の
窟
）
が

　
　
テ
ル
ー
ル
の
ム
旦
＝
兄
榮
に
な
っ
た
。
　
℃
7
．
囚
窪
く
鴇
旨
　
創
①
　
ピ
⑦
ヰ
⑦
ロ
ぴ
。
＜
ρ
　
い
⑦
。
。

　
　
譲
q
α
q
器
き
冨
簿
一
霧
O
器
蛋
き
く
噛
ヒ
d
≡
σ
q
①
。
ウ
一
Q
。
G
。
伊
や
Q
。
。
。
メ

　
⑯
　
七
七
年
一
〇
月
末
、
全
市
民
（
成
年
男
子
）
に
警
備
出
動
の
義
務
を
課
し
、
翌

　
　
年
に
は
八
連
隊
編
成
、
各
連
隊
内
各
部
隊
の
兵
員
百
二
十
と
規
定
さ
れ
た
が
、
デ

　
　
ス
プ
レ
ツ
の
推
定
で
は
、
現
実
に
部
隊
長
二
十
五
名
、
従
っ
て
総
員
三
千
ほ
ど
の

　
　
規
模
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
七
九
年
三
月
に
は
部
隊
数
が
三
十
に
増
強
ざ
れ

　
　
た
。
U
①
ω
箕
簿
斜
ω
賦
鋤
ω
〈
o
嵩
仲
①
同
犀
三
二
σ
q
㊦
P
℃
や
嵐
無
爵

　
⑳
　
　
「
一
か
月
来
当
市
に
て
、
市
の
自
由
と
特
権
を
損
う
密
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
た

　
　
こ
と
が
露
見
し
ま
し
た
。
…
…
こ
の
〔
市
参
寮
の
〕
選
挙
は
通
常
決
ま
り
の
日
隣

　
　
に
や
や
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
と
は
い
え
、
重
立
っ
た
謀
議
参
加
者
の
｝
人
の
口
か

　
　
ら
上
記
の
不
将
な
計
繭
が
鰻
日
以
内
に
実
行
に
移
さ
れ
る
と
聞
い
た
た
め
に
、
そ

・
　
の
よ
う
な
仕
儀
に
立
ち
至
っ
た
こ
と
は
朗
々
白
々
で
あ
り
ま
す
。
…
…
公
益
、
な

　
か
ん
ず
く
わ
が
自
由
と
宗
激
の
護
持
以
外
に
全
く
他
意
の
な
い
わ
れ
ら
の
所
業
と

　
職
務
に
中
傷
を
加
え
る
べ
く
参
上
し
た
誹
判
者
、
今
な
お
参
上
す
る
越
智
者
ど
も

　
に
、
閣
下
が
信
を
置
き
給
わ
ざ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。
」
（
ヘ
ム
ビ
ゼ
の
イ
ー
ペ
ル

　
市
政
府
宛
書
簡
）
国
ピ
囚
。
署
矯
ロ
紆
く
。
一
H
（
器
議
ぴ
巴
内
Φ
禽
9
0
δ
σ
q
⑦
二
〇
F
U
㌣

　
2
日
⑦
馨
。
・
窪
ω
8
瓜
ρ
億
。
ひ
ω
ぎ
①
象
溢
o
o
ロ
8
ヨ
ρ
暮
一
①
。
。
貯
。
漏
窪
。
ω
α
Φ
ω
勺
伊
団
甲

　
切
p
ρ
ド
欝
ア
頴
。
。
恥
冒
押
○
飴
昌
恥
H
。
。
ミ
サ
℃
や
＆
O
l
蕊
9

＠
U
⑦
痢
。
茜
9
輸
。
や
鼻
‘
や
日
ゆ
ω
．

⑳
　
二
十
六
名
中
市
参
事
聖
経
験
者
は
七
名
（
う
ち
重
任
五
名
）
。
d
①
。
。
胃
軸
N
㌧
り
。

　
ぎ
ω
霞
嘗
毒
忌
ρ
や
嵩
b
⊃
．

⑳
非
合
法
改
選
で
選
ば
れ
た
帝
参
事
で
留
任
し
え
た
者
は
五
戸
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
謬
誌
こ
℃
℃
．
嗣
令
一
繍
，

⑳
詳
細
は
渚
α
〈
⑦
号
鍔
曾
㊦
乙
嫁
①
ρ
。
や
。
ぎ
℃
や
魔
ム
◎

⑭
　
ア
ン
ジ
ュ
ー
を
受
け
入
れ
る
な
ら
ば
「
ス
ペ
イ
ン
の
圧
制
下
か
ら
、
｝
層
耐
え

　
難
い
フ
ラ
γ
ス
の
圧
掴
下
に
陥
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
の
が
ヘ
ム
ピ
ゼ
の
見
解

　
で
あ
っ
た
。
旨
ρ
口
凸
飢
①
灯
緯
Φ
び
∪
Φ
8
ρ
o
プ
江
σ
q
智
ユ
σ
Q
⑦
o
o
二
〇
σ
q
（
O
o
ω
o
鼠
㌣

　
α
o
覧
ω
＜
騨
昌
客
巴
禽
三
二
9
P
回
自
）
り
諺
導
簿
o
a
餌
菖
お
。
。
9
や
b
。
①
Φ
．

⑳
　
詳
細
は
噂
話
Q
Φ
瓢
o
ρ
侮
く
即
巳
角
い
貯
α
①
戸
。
や
9
叶
‘
娼
℃
・
醒
⑩
1
刈
ω
O
…
瓢
㌣

　
〈
0
9
り
濠
く
禽
α
q
駄
＄
．
o
℃
．
o
一
献
‘
℃
や
零
－
堪
り
．

⑳
　
七
月
一
二
日
に
デ
ソ
デ
ル
モ
ソ
デ
を
離
れ
、
や
が
て
北
部
に
逃
れ
て
オ
ラ
ソ
イ

　
ェ
の
葬
儀
に
立
ち
会
い
、
一
続
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
女
王
の
庇
護
を
期
待
し
た
が

　
効
な
く
、
翌
八
五
年
六
月
一
五
日
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
没
し
た
と
い
わ
れ
る
。
閃
同
？

　
α
o
ユ
o
ρ
欝
く
p
白
山
緊
民
①
P
o
や
。
罫
．
娼
や
認
b
。
1
認
ω
…
裟
①
〈
0
9
竃
伽
く
①
7

　
σ
q
巳
⑦
P
o
も
．
o
同
叶
二
℃
や
①
も
ウ
ー
①
野
な
お
滞
英
中
に
執
筆
し
た
「
弁
明
」
諺
℃
o
ざ
α
q
δ

　
は
℃
F
国
曾
く
曳
部
α
o
ピ
①
ヰ
Φ
コ
ゴ
。
〈
Φ
層
。
や
。
欝
”
℃
や
ω
謀
i
ω
①
Φ
に
収
録
さ
れ

　
て
い
る
。

　
　
ヨ
ソ
セ
し
ユ
　
プ
リ
ヅ
エ

⑭
　
枢
密
評
議
会
は
九
一
一
年
三
月
六
日
、
ヘ
ソ
ト
市
参
事
会
に
代
官
が
つ
ね
に
首
席

　
と
し
て
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
た
。
閃
二
ω
”
o
や
9
賞
℃
■
b
。
ω
G
。
■
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以
上
の
ヘ
ン
ト
の
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
独
裁
に
関
し
て
、
従
来
の
諸
研
究
は
概
し
て
扱
い
が
冷
淡
で
あ
り
、
評
価
が
否
定
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
オ

ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
両
国
の
研
究
者
の
宗
教
的
ま
た
は
国
民
的
（
そ
し
て
ま
た
民
族
主
義
的
）
立
場
が
時
に
微
妙
に
、
時
に
露
骨
に
反
映
し
て
、

カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
史
家
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
の
プ
胃
テ
ス
タ
ソ
ト
系
史
家
と
て
も
、
オ
ラ
ソ
イ
ェ
の
怒
り
を
も
買
っ
た
あ
の
過
激

さ
を
俄
か
に
容
認
し
難
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ヘ
ン
ト
和
平
の
結
果
折
角
成
立
を
見
た
い
わ
ば
国
民
統
一
戦
線
を
分
裂
に
導
い
た
責
任

は
一
体
誰
が
負
う
べ
き
か
、
ヘ
ソ
ト
の
独
裁
か
そ
れ
と
も
ワ
ロ
ソ
不
平
党
か
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
も
、
前
者
こ
そ
が
ワ
ロ
ン
諸
州
の
離
脱
を

促
し
、
ひ
い
て
は
南
北
ネ
…
デ
ル
ラ
ン
ド
の
分
離
を
招
い
た
元
凶
で
あ
る
と
断
ず
る
史
家
が
一
般
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
ヘ
ソ
ト
に
多
少
と
も
同
情
的
な
論
調
の
史
家
が
い
な
い
わ
け
で
な
い
。
例
え
ば
H
・
A
・
エ
ノ
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ル
デ
ル
が
そ
う
で

あ
る
。
ヘ
ン
ト
の
独
裁
を
必
ず
し
も
是
認
し
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
指
導
者
を
無
閣
に
非
難
せ
ず
、
過
激
性
に
同
情
的
な
解
釈
を
施
し
、
不
平

党
と
の
関
係
を
相
互
の
相
乗
作
用
と
し
て
説
明
し
、
文
化
面
に
は
む
し
ろ
積
極
的
な
評
価
を
加
え
さ
え
す
る
。
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
と
ヘ
ム
ビ
ゼ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
力
強
く
、
敵
を
容
赦
せ
ず
、
わ
が
目
的
（
個
人
的
勢
威
、
暴
君
・
教
会
と
の
闘
争
）
に
向
か
っ
て
直
進
す
る
人
物
」
で
あ
り
、
ヘ
ソ
ト
が
近

隣
諸
都
市
へ
影
響
力
を
行
使
し
た
の
は
「
わ
が
こ
と
だ
け
を
念
頭
に
置
け
ば
よ
か
っ
た
の
で
な
く
て
、
フ
ラ
ー
ソ
デ
レ
ソ
の
錦
塗
た
る
自
負
を

　
　
　
　
②

持
っ
て
い
た
」
か
ら
で
あ
っ
て
、
軍
事
面
で
も
経
済
・
文
化
面
で
も
そ
の
義
務
を
果
た
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
　
「
革
命
は
大
衆
運
動
で
あ

る
」
か
ら
暴
力
は
付
き
も
の
で
あ
り
、
こ
と
に
動
機
が
宗
教
に
あ
る
場
合
、
　
「
新
し
い
信
仰
の
告
白
は
文
字
通
り
生
死
の
問
題
で
あ
っ
た
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

故
に
過
激
な
暴
力
性
は
不
可
避
の
現
象
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
冷
静
な
北
部
」
と
「
狂
奔
の
フ
ラ
ー
ソ
デ
レ
ソ
」
の
対
照
は
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

民
性
の
差
異
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
　
「
危
険
・
抵
抗
の
遠
近
と
大
小
が
後
者
の
激
越
と
前
者
の
好
運
を
決
定
づ
け
た
」
の
で
あ
る
。
ワ
ロ
ソ
諸

都
市
の
カ
ト
リ
ッ
ク
反
動
を
呼
び
起
こ
し
た
の
は
確
か
に
ヘ
ン
ト
の
挑
発
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
不
平
党
の
「
存
在
と
威
圧
が
相
手
方
〔
フ
ラ

！
ソ
デ
レ
ン
・
ブ
ラ
バ
ン
ト
諸
都
市
の
改
革
派
〕
の
心
情
を
い
か
に
刺
激
し
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
反
カ
ト
リ
ッ
ク
行
動
に
奔
ら
せ
た
こ
と
か
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⑤！
偏
　
ヘ
ソ
ト
で
は
説
教
・
礼
拝
集
会
が
き
め
細
か
い
配
慮
の
下
に
組
織
さ
れ
、
牧
師
養
成
の
た
め
の
教
育
施
設
も
整
備
さ
れ
た
。
「
か
く
て
ヘ

ソ
ト
は
反
力
．
ト
リ
シ
ス
ム
の
激
し
さ
だ
け
で
な
く
、
偉
大
で
有
益
な
建
設
的
業
績
に
よ
っ
て
も
ま
た
、
南
部
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
る
に
値
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
」

　
だ
が
こ
う
し
た
論
調
は
ほ
と
ん
ど
例
外
で
あ
る
。
例
え
ば
V
・
ブ
リ
ス
は
、
　
「
彼
〔
ヘ
ム
ビ
ゼ
〕
と
ダ
テ
ヌ
ス
は
そ
の
分
離
主
義
政
策
と
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ア
ナ
テ
ィ
ス
ム
に
よ
っ
て
南
部
諸
州
の
喪
失
と
ヘ
ソ
ト
の
破
滅
と
の
原
因
で
あ
っ
た
」
と
断
じ
、
H
・
ピ
レ
ソ
ヌ
は
、
ワ
ロ
ン
諸
島
の
離
脱
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

因
が
ワ
ロ
ソ
系
・
フ
ラ
マ
ン
系
の
民
族
的
葛
藤
に
で
は
な
く
て
信
仰
上
の
争
い
に
あ
っ
た
と
し
つ
つ
、
ヘ
ソ
ト
の
「
過
激
行
動
が
大
半
の
ワ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ソ
諸
州
で
カ
ト
リ
ッ
ク
反
動
を
呼
び
起
こ
し
た
」
の
で
あ
り
、
ヘ
ソ
ト
が
一
旦
宗
教
平
和
を
受
容
し
た
と
き
、
ヘ
ソ
ト
と
不
平
党
、
ひ
い
て
は

全
国
議
会
と
不
平
党
の
和
解
の
可
能
性
が
開
け
た
の
に
、
そ
れ
を
押
し
潰
し
た
の
は
ヘ
ン
ト
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
同
盟
加
入
、
続
く
過
激
派
独
裁
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

再
開
（
宗
教
平
和
侵
犯
）
で
あ
っ
た
と
論
ず
る
。
ま
た
パ
ル
テ
ィ
キ
ュ
ラ
リ
ス
ム
を
い
わ
ば
キ
ー
・
ノ
ー
ト
に
反
乱
の
経
緯
を
考
察
す
る
G
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

マ
ラ
ン
グ
ロ
ー
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ソ
ト
は
「
革
命
を
鑛
か
せ
た
パ
ル
テ
ィ
キ
ュ
ラ
リ
ス
ム
の
恐
ら
く
最
も
顕
著
な
事
例
」
で
あ
る
が
、
た
だ
し
責

め
ら
れ
る
べ
き
は
ヘ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
ワ
ロ
ソ
貴
族
の
パ
ル
テ
ィ
キ
ュ
ラ
リ
ス
ム
も
同
断
で
あ
る
。
だ
が
や
は
り
「
ヘ
ソ
ト
市
民
の
態
度
は

　
　
　
　
⑫

諸
悪
の
根
源
」
で
あ
り
、
　
「
彼
ら
の
卑
俗
な
精
神
、
中
央
政
府
の
指
令
へ
の
不
服
従
は
、
整
然
た
る
反
ス
ペ
イ
ン
行
動
を
全
く
不
可
能
に
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
革
命
運
動
を
失
敗
に
終
わ
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
」
ま
た
」
・
C
・
H
・
デ
・
パ
ー
テ
ル
は
、
　
ワ
ロ
ソ
諸
州
の
「
憤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

懸
は
長
い
間
た
だ
ロ
論
か
局
地
的
衝
突
に
留
ま
っ
て
い
た
の
に
、
ヘ
ソ
ト
の
狂
信
が
つ
い
に
そ
れ
を
爆
発
さ
せ
た
」
と
述
べ
、
デ
ィ
！
ツ
（
フ

ラ
マ
ソ
）
輝
輝
州
の
連
帯
を
重
視
す
る
民
族
主
義
者
R
・
フ
ァ
ン
・
ロ
ー
ス
ブ
ル
ク
は
、
ピ
レ
ソ
ヌ
ら
と
は
逆
に
「
ワ
ロ
ソ
地
域
の
離
脱
に
フ

ラ
ー
ソ
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ン
諸
州
と
の
〔
古
来
の
民
族
的
な
〕
対
立
が
作
用
し
た
こ
と
は
確
か
で
．
あ
る
」
と
し
、
ヘ
ソ
ト
の
狂
信
の
た
め
に
フ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ー
ソ
デ
レ
ン
が
ブ
ラ
バ
ン
ト
と
さ
え
挟
を
分
か
ち
、
デ
ィ
ー
ツ
の
連
帯
が
破
れ
た
こ
と
に
遺
憾
の
意
を
表
す
る
。

　
冒
頭
に
引
用
し
た
ネ
…
ヴ
・
ド
・
メ
ヴ
ェ
ル
ニ
の
著
作
も
ま
た
以
上
の
論
調
の
将
内
に
あ
る
、
と
い
う
よ
り
も
露
骨
な
宗
教
的
偏
見
に
満
ち

た
最
悪
の
一
例
で
あ
る
。
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
権
威
失
墜
を
招
い
た
ス
ペ
イ
ン
の
政
策
的
失
態
、
そ
の
当
事
者
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
や
ア
ル
バ
ら
も
容

37　（365）



心
な
き
筆
録
を
免
れ
て
い
な
い
が
、
当
然
な
が
ら
攻
撃
の
筆
鋒
は
誰
よ
り
も
ヘ
ム
ビ
ゼ
と
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
、
と
り
わ
け
前
者
に
向
け
ら
れ
る
。

レ
イ
ホ
…
フ
ェ
は
政
治
的
・
軍
事
的
指
導
力
に
乏
し
く
、
時
に
残
忍
な
行
為
に
奔
り
、
こ
と
に
甚
だ
愛
欲
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
棄
教
は
ス
ペ
イ

ン
を
憎
む
愛
国
心
に
発
し
て
お
り
、
味
方
（
オ
ラ
ソ
イ
ェ
）
へ
の
信
義
に
厚
く
、
人
柄
も
恕
し
う
る
と
こ
ろ
な
し
と
し
な
い
。
だ
が
ヘ
ム
ビ
ゼ

に
至
っ
て
は
、
専
ら
個
人
的
野
心
の
た
め
に
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
棄
て
、
野
心
の
実
現
の
た
め
に
は
手
段
を
択
ば
ず
、
民
衆
の
最
低
の
本
能
に
訴

え
て
略
奪
を
教
噛
し
、
兄
弟
・
従
兄
弟
ら
身
内
の
者
を
市
参
事
会
に
送
り
込
ん
で
わ
が
身
の
安
全
を
図
り
、
ま
さ
に
「
憐
れ
み
に
も
赦
し
に
も

　
　
　
　
　
　
⑯

値
せ
ぬ
不
吉
な
男
」
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ワ
揮
ソ
地
域
の
離
脱
、
ヘ
ン
ト
の
破
滅
、
南
部
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
破
局
な
ど
一
切
の
責
任

が
こ
れ
ら
両
人
に
帰
さ
れ
、
ヘ
ン
ト
の
事
件
全
体
が
忌
む
べ
き
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
片
付
け
ら
れ
る
。

　
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
…
以
外
の
欧
米
諸
国
の
研
究
者
の
中
に
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
所
見
が
見
ら
れ
る
。
ヘ
ソ
ト
な
ど
の
諸
都
市
が
偏
狭
な
地

方
的
パ
ル
テ
ィ
キ
ュ
ラ
リ
ス
ム
に
奔
っ
て
中
央
へ
の
協
力
を
拒
ん
だ
時
期
（
一
五
七
八
一
一
五
入
○
年
の
「
民
主
的
局
面
レ
）
は
、
ス
ペ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

か
ら
の
解
放
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
何
ら
積
極
的
な
意
味
を
持
た
な
い
と
断
ず
る
G
・
グ
リ
フ
ィ
ス
（
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
）
は
論
外
と
し
て

も
、
　
つ
と
に
ド
イ
ツ
の
」
・
デ
ル
フ
ォ
ス
は
一
般
の
論
調
に
挑
戦
す
る
新
解
釈
を
呈
示
し
、
　
H
・
G
・
ケ
ニ
グ
ズ
バ
ー
ガ
ー
　
（
コ
ー
ネ
ル
大

学
）
は
斬
新
な
視
角
を
導
入
す
る
。
デ
ル
フ
ォ
ス
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ソ
ト
の
デ
マ
ゴ
ー
グ
た
ち
の
過
激
行
動
が
ワ
ロ
ソ
・
カ
ト
リ
ヅ
ク
の
憤
激
と

離
脱
を
招
い
た
と
一
般
に
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
　
「
こ
の
解
釈
は
全
然
正
し
く
な
い
。
実
際
は
逆
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ー
ソ
デ
レ
ソ
の
カ
ル
ヴ
ァ

ソ
派
の
憤
葱
を
賀
い
、
そ
の
不
満
の
爆
発
を
準
備
し
た
の
は
ワ
ロ
ソ
側
の
離
反
現
象
で
あ
り
」
、
　
ワ
ロ
ソ
貴
族
の
離
反
傾
向
は
す
で
に
七
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

一
月
に
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
と
に
同
年
秋
、
ヘ
ソ
ト
を
し
て
全
岡
議
会
使
節
団
と
の
宗
教
平
和
交
渉
を
拒
否
せ
し
め
、
議
会
へ
の
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

担
金
納
付
を
停
止
せ
し
め
た
の
は
ア
ラ
ス
の
無
法
な
流
血
裁
判
で
あ
っ
た
。
ケ
ニ
グ
ズ
バ
ー
ガ
ー
は
一
六
世
紀
の
革
命
党
（
ジ
ャ
コ
バ
ソ
や
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゼ
ン

○
世
紀
の
全
体
主
義
諸
政
党
の
原
型
）
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
グ
ノ
ー
、
リ
ー
グ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
乞
食
党
を
取
り
上
げ
、
い
ず
れ
も
少

数
派
な
が
ら
宗
教
を
通
し
て
民
衆
を
動
員
し
、
宗
教
組
織
を
土
台
に
政
治
的
組
織
を
発
展
さ
せ
、
貴
族
の
加
盟
に
よ
り
組
織
の
軍
事
化
を
達
成

し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
革
命
党
の
存
在
こ
そ
が
革
命
成
功
の
前
提
で
あ
る
と
説
く
。
ヘ
ン
ト
の
場
合
も
そ
の
例
に
洩
れ
な
い
。
　
「
有
能
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で
野
心
的
な
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
卿
と
ヤ
ソ
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ム
ビ
ゼ
」
に
指
滋
さ
れ
て
「
ヘ
ン
ト
は
手
工
業
者
革
命
の
ジ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
が
、
し

か
し
今
回
は
〔
一
四
世
紀
の
〕
ア
ル
テ
フ
ェ
ル
デ
〔
父
子
〕
も
羨
む
よ
う
な
革
命
組
織
の
助
け
を
借
り
て
で
あ
っ
た
。
厳
格
な
組
織
を
通
し
て
の

み
、
今
や
ヘ
ン
ト
市
民
は
成
功
の
希
望
を
抱
く
こ
と
が
で
き
た
。
」
ワ
ロ
ン
貴
族
や
オ
ラ
ン
イ
ェ
と
対
立
し
た
た
め
致
命
的
な
結
果
を
招
い
た

が
、
ヘ
ム
ビ
ゼ
の
変
節
は
「
革
命
運
動
末
期
に
通
有
の
現
象
と
し
て
、
革
命
運
動
内
部
の
権
力
闘
争
が
今
や
共
同
の
敵
と
の
戦
い
以
上
に
重
大

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

化
し
た
」
か
ら
で
あ
る
。

　
欧
米
の
史
家
一
般
と
対
照
的
に
、
当
事
件
に
独
特
の
肯
定
的
評
価
を
与
え
る
の
は
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
で
あ
る
。
ソ
ビ
エ
ト
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
版
『
世
界
史
』
に
よ
れ
ば
、
一
六
世
紀
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
で
は
「
全
体
と
し
て
み
る
と
、
封
建
社
会
の
内
部
に
資
本
主
義
的
諸
関
係
が
成

立
」
し
て
い
て
、
　
「
封
建
制
度
を
転
覆
し
、
国
内
の
封
建
的
秩
序
の
砦
で
あ
る
外
国
イ
ス
パ
ニ
ア
の
支
配
を
く
つ
が
え
す
こ
と
の
で
き
る
の
は
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
独
立
戦
争
し
か
な
く
］
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
た
の
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
革
命
的
分
子
」
、
主
要
な
推
進
力
は
「
農
民
と

都
市
の
平
民
」
で
あ
っ
た
。
　
ヘ
ン
ト
で
は
「
最
も
激
烈
な
社
会
・
政
治
闘
争
が
燃
え
上
が
っ
た
。
」
　
「
革
命
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
…
の
代
表
者
た

ち
」
に
指
導
さ
れ
て
、
ヘ
ソ
ト
市
民
は
「
全
国
議
会
の
政
策
〔
保
守
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
路
線
〕
を
支
持
し
た
が
ら
ず
」
、
「
農
民
と
同
盟
し
て
貴
族

に
反
対
し
た
」
が
、
オ
ラ
ソ
イ
ェ
派
（
貴
族
と
の
同
盟
を
熱
心
に
支
持
す
る
大
商
業
ブ
ル
ジ
ョ
・
ア
ジ
ー
の
意
思
の
代
行
老
）
の
政
策
が
「
独
立

を
求
め
る
広
範
な
人
民
大
衆
の
闘
争
を
弱
め
る
結
果
と
な
り
」
、
ヘ
ン
ト
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
独
裁
も
ス
ペ
イ
ン
の
圧
倒
的
な
軍
事
力
の
前

に
崩
壊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
は
基
本
的
に
は
、
と
く
に
南
部
諸
州
で
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
ま
だ
政
治
的
に
未
熟
な
階
級
で
あ
っ
た
」

　
　
　
　
⑳

か
ら
で
あ
る
。

　
同
じ
く
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
、
　
独
立
戦
争
は
　
「
首
尾
一
貫
し
た
過
程
を
成
し
、
　
全
体
と
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
諸
指
標
を
嘗
め
つ
く
し

⑫た
」
と
評
し
な
が
ら
も
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
T
・
ウ
ィ
ト
マ
ソ
の
見
解
は
か
な
り
ニ
ュ
・
ア
ソ
ス
が
異
な
る
。
そ
の
相
対
的
に
柔
軟
な
解
釈
は
、
い

わ
ば
西
欧
史
家
と
の
対
話
の
可
能
性
を
模
索
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ヘ
ソ
ト
の
独
裁
に
つ
い
て
の
彼
の
見
解
は
こ
う
で
あ
る
。
　
「
ワ
ロ
ン
人

の
離
脱
に
動
機
を
与
え
た
の
は
ヘ
ソ
ト
の
諸
事
件
で
は
な
く
」
、
「
逆
に
ブ
リ
ュ
へ
そ
の
他
の
南
部
要
地
の
軍
事
防
衛
を
固
め
る
よ
う
ヘ
ソ
ト
に
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⑳

仕
向
け
た
の
は
ワ
ロ
ソ
反
革
命
組
織
で
あ
っ
た
。
」
　
ヘ
ム
ビ
ゼ
は
「
並
み
以
上
の
人
物
、
当
時
ヘ
ソ
ト
が
負
っ
て
い
た
諸
課
題
に
深
い
理
解
を

　
　
　
　
　
㊧

持
っ
て
い
た
男
」
で
あ
り
、
そ
の
恐
怖
政
治
は
「
保
守
的
指
導
者
〔
オ
ラ
ソ
イ
ェ
派
〕
と
反
革
命
と
の
妥
協
の
道
を
塞
ぎ
」
、
反
革
命
勢
力
（
ア
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ス
同
盟
）
を
排
除
し
た
点
で
む
し
ろ
進
歩
的
機
能
を
果
た
し
、
ま
た
ヘ
ン
ト
の
軍
事
力
は
ス
ペ
イ
ン
軍
に
作
戦
変
更
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
、
南
部

諸
州
の
屈
服
を
何
年
か
遅
ら
せ
、
そ
の
結
果
北
部
諸
州
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
同
盟
の
枠
内
で
自
己
防
衛
を
固
め
る
貴
重
な
時
闘
的
余
裕
を
与
え
ら
れ

た
。
こ
の
意
味
で
、
　
「
南
部
で
進
行
し
た
過
程
は
、
北
部
で
展
開
し
た
諸
事
件
と
結
び
合
っ
て
初
め
て
一
種
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
を
構
成
し
た

　
　
　
　
⑳

と
い
え
よ
う
。
」
だ
が
ヘ
ソ
ト
の
独
裁
そ
の
も
の
は
、
　
ソ
連
史
学
の
説
く
よ
う
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
独
裁
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
こ
に
は

「
客
観
的
条
件
、
つ
ま
り
固
有
の
利
益
を
追
求
す
る
革
命
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
も
、
ま
た
主
体
的
条
件
、
つ
ま
り
ヘ
ム
ビ
ゼ
と
そ
の
一
派
の
一

貫
し
た
〔
反
封
建
〕
政
策
も
欠
け
て
い
た
。
」
「
過
激
主
義
が
自
己
否
定
に
堕
し
た
」
の
は
そ
の
故
で
あ
り
、
ヘ
ム
ビ
ゼ
の
変
節
は
「
早
熟
的
ブ

ル
ジ
ョ
ア
革
命
通
有
の
現
象
レ
で
あ
る
。
過
激
派
の
社
会
的
基
盤
は
、
政
治
的
立
場
の
動
揺
し
が
ち
な
ギ
ル
ド
・
オ
リ
ガ
ー
キ
ー
（
ギ
ル
ド
幹

部
）
に
あ
り
、
民
衆
に
依
存
し
た
の
は
そ
れ
が
必
要
な
場
合
だ
け
に
限
ら
れ
、
ヘ
ム
ビ
ゼ
も
牧
師
た
ち
も
貧
し
い
人
民
の
要
求
の
代
弁
者
で
は

な
か
っ
た
。
農
罠
と
の
軍
事
同
盟
も
初
期
に
は
見
ら
れ
た
が
、
こ
と
に
七
九
年
初
頭
以
降
ヘ
ン
ト
と
農
村
の
対
立
が
深
ま
り
、
ヘ
ム
ビ
ゼ
自
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

軍
隊
を
送
っ
て
農
村
を
攻
撃
し
、
葬
協
力
と
見
ら
れ
る
農
民
を
敵
視
し
た
。
な
る
ほ
ど
反
カ
ト
リ
ヅ
ク
・
テ
ル
…
ル
は
激
烈
を
極
め
た
。
だ
が

そ
れ
も
「
封
建
制
と
そ
れ
を
支
え
る
外
国
絶
対
主
義
の
一
掃
…
…
と
歩
調
を
共
に
し
な
い
限
り
、
革
命
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
テ
ル
ー
ル
の
要
素
と
は

　
　
　
　
　
⑳

見
な
さ
れ
な
い
。
」
他
方
オ
ラ
ソ
イ
ェ
派
は
　
「
一
方
で
は
啓
蒙
絶
対
主
義
、
他
方
で
は
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ム
の
諸
特
徴
を
響
く
も
予
示
す
る
方

⑫策
」
を
用
い
て
反
革
命
と
の
妥
協
に
狂
奔
し
、
そ
の
宗
激
寛
容
理
念
も
当
時
の
情
況
下
で
は
「
革
命
勢
力
の
武
装
解
除
に
役
立
っ
た
だ
け
で
あ

⑬る
。
」
し
か
し
オ
ラ
ン
イ
ェ
派
に
つ
い
て
は
慎
重
な
評
価
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
オ
ラ
ン
イ
ェ
は
「
封
建
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
特
殊
ネ
…
デ
ル

ラ
ン
ド
型
の
典
型
で
さ
え
あ
っ
た
」
に
せ
よ
、
園
民
的
闘
争
へ
の
献
身
は
終
生
変
わ
ら
ず
、
そ
の
一
派
は
と
く
に
七
六
年
秋
か
ら
翌
年
秋
に
わ

た
り
国
民
的
結
集
に
尽
力
し
て
進
歩
的
役
割
を
演
じ
、
ま
た
寛
容
理
念
が
イ
デ
ナ
ロ
ギ
ー
の
歴
史
の
上
で
占
め
た
重
要
性
ま
で
も
否
定
は
で
き

な
い
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
資
本
主
義
が
未
成
熟
で
、
保
守
的
な
都
市
貴
族
の
力
が
強
く
、
従
っ
て
革
命
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
欠
い
て
い

40　（368）



ヘントのカルヴァソ派独裁（1577－1584）（JilP）

た
こ
の
段
階
の
独
自
性
は
、
過
激
派
に
せ
よ
オ
ラ
ン
イ
ェ
派
に
せ
よ
、
　
「
い
ず
れ
も
文
句
な
く
進
歩
の
立
場
を
代
表
す
る
こ
と
な
き
内
部
諸
勢

力
」
が
相
互
に
抗
争
を
繰
り
返
し
た
点
に
あ
る
。

　
な
お
A
・
デ
ス
プ
レ
ツ
『
ヘ
ソ
ト
の
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
共
和
国
の
建
設
』
は
ブ
リ
ュ
セ
ル
及
び
ヘ
ン
ト
の
国
立
文
書
館
、
と
り
わ
け
ヘ
ソ
ト
の

市
文
書
館
所
蔵
の
史
料
を
検
索
し
、
　
フ
ァ
ン
・
カ
ソ
ペ
ー
ネ
く
曽
口
9
ヨ
℃
露
Φ
兄
弟
の
日
記
や
ヤ
ソ
・
フ
ァ
ン
・
デ
・
フ
ィ
フ
ェ
ー
レ
宣
口

く
ゆ
口
創
①
＜
貯
曾
①
の
年
代
二
等
の
二
次
史
料
に
も
批
判
を
加
え
た
上
で
物
し
た
着
実
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
が
、
元
来
は
ヘ
ン
ト
国
立
大
学
に

提
出
し
た
修
士
論
文
な
る
が
故
の
限
界
を
免
れ
て
い
な
い
。
史
的
評
価
が
未
熟
、
と
い
う
よ
り
そ
こ
に
ウ
ィ
ト
マ
ン
説
の
影
響
が
余
り
に
も
強

い
。
ヘ
ン
ト
の
独
裁
は
オ
ラ
ン
イ
ェ
の
宥
和
路
線
に
対
し
て
進
歩
的
要
素
を
代
表
し
、
そ
の
功
績
は
北
部
に
蒔
を
稼
が
せ
た
点
に
あ
り
、
ヘ
ム

ビ
ゼ
の
変
節
は
革
命
一
般
に
通
例
の
現
象
で
あ
る
、
等
々
。
そ
し
て
ヘ
ム
ビ
ゼ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
評
す
る
。
彼
は
確
か
に
デ
マ
ゴ
ー
グ

で
あ
っ
た
が
、
い
わ
れ
る
よ
う
な
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
は
な
く
、
ヘ
ソ
ト
の
昔
日
の
栄
光
を
夢
み
、
　
「
新
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
」
の
再
興
を
心
か
ら
願
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
で
あ
り
、
錯
綜
す
る
政
治
的
・
社
会
的
・
宗
教
的
富
力
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
た
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
　
一
層
慎
重
な
再
評
価
が
望
ま
れ
る
。
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ヘ
イ
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に
よ
れ
ば
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肯
ホ
教
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動
機
が
何
よ
り
重
要
で
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こ
と
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い
う
ま
で
も

　
な
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が
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一

ヘ
ソ
ト
の
独
裁
が
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
過
激
な
宗
教
的
独
裁
で
あ
っ
た
こ
と
は
雷
を
俊
た
な
い
。
独
裁
期
七
年
間
に
処
刑
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク



ヘソトのカルヴァン派独裁（1577－1584）（川口）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

聖
職
者
は
七
八
年
六
月
の
修
道
士
五
人
だ
け
で
あ
り
、
か
つ
て
新
教
徒
に
加
え
ら
れ
た
残
虐
な
迫
害
と
は
比
ぶ
べ
く
も
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
　
じ
　
ル
デ
　
ソ
　
ス
　
ト
　
ル
　
ム

も
七
八
年
夏
及
び
七
九
年
三
月
の
宗
教
的
テ
ル
ー
ル
は
六
六
年
の
聖
像
破
壊
運
動
を
上
園
る
激
し
さ
を
示
し
た
。
確
か
に
市
政
府
は
幾
度
か
禁

令
を
出
し
は
し
た
。
だ
が
そ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
慰
撫
す
る
と
と
も
に
、
自
己
の
立
場
を
正
当
化
し
て
最
終
的
責
任
を
回
避
す
る
た
め
の

口
実
作
り
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
禁
令
は
現
実
に
適
用
さ
れ
ず
、
し
か
も
市
政
府
は
事
態
の
責
任
を
一
方
的
に
カ
ト
リ
ヅ
ク
聖
職
者

の
言
辞
に
帰
し
て
、
換
手
傍
観
を
決
め
込
ん
だ
。
こ
う
し
た
当
局
の
事
実
上
の
黙
認
ま
た
は
実
質
的
な
使
蕨
は
、
当
然
テ
ル
…
ル
の
火
に
油
を

　
　
②

注
い
だ
。
宗
教
的
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
が
ヘ
ン
ト
と
オ
ラ
ン
イ
ェ
の
争
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
オ
ラ
ソ
イ
ェ
は

ヘ
ソ
ト
の
テ
ル
ー
ル
に
警
告
を
繰
り
返
し
、
他
方
ヘ
ソ
ト
は
、
ワ
ロ
ン
諸
将
と
の
祁
解
、
フ
ラ
ン
ス
乱
筆
ア
ソ
ジ
ェ
ー
の
擁
立
を
図
る
オ
ラ
ソ

イ
ェ
の
政
策
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、
彼
が
強
制
せ
ん
と
す
る
宗
教
平
和
に
執
拗
な
抵
抗
を
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。
デ
ス
プ
レ
ツ
の
推
定
に
よ

れ
ば
、
当
時
ヘ
ソ
ト
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
は
総
人
口
（
五
万
前
後
）
中
約
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
（
約
一
万
五
千
）
な
い
し
そ
れ
以
上
を
占
め
、
最

も
富
裕
な
一
部
上
層
で
は
比
較
的
少
数
に
留
ま
っ
た
に
し
て
も
、
一
般
富
裕
層
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
社
会
層
に
わ
た
っ
て
お
り
、
同
調
者
ま
で
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

め
れ
ば
人
口
の
過
半
数
に
も
達
し
た
と
い
う
。
や
や
過
大
評
価
の
恐
れ
無
し
と
し
な
い
が
、
と
も
か
く
異
例
に
多
数
の
改
革
派
ま
た
は
そ
の
同

調
者
が
ヘ
ソ
ト
の
宗
教
的
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
を
支
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
過
激
な
反
カ
ト
リ
ッ
ク
運
動
は
ヘ
ン
ト
だ
け
の
特
殊
な
現
象
で
は
な
い
。
そ
れ
は
宗
教
改
革
に
伴
う
い
わ
ば
普
遍
的
現
象
で
あ
り
、

話
を
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
限
っ
て
も
、
ヘ
ソ
ト
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
程
度
の
差
は
あ
れ
、
他
の
フ
ラ
ー
ソ
デ
レ
ン
・
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
多
く

の
都
市
で
見
ら
れ
、
ま
た
ホ
ラ
ソ
ト
・
ゼ
ー
ラ
ソ
ト
で
は
七
二
年
以
降
逸
早
く
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
段
階
を
経
過
し
て
、
す
で
に
カ
ル
ヴ
ィ
ニ

ズ
ム
の
安
定
し
た
覇
権
が
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
。
七
九
年
八
月
に
過
激
派
の
領
袖
ヘ
ム
ビ
ゼ
が
亡
命
し
、
オ
ラ
ソ
イ
ェ
派
の
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
に

指
瀞
権
が
移
っ
た
後
も
、
　
ヘ
ソ
ト
の
宗
教
的
テ
ル
…
ル
が
依
然
と
し
て
止
む
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
宗
教
的
過
激
行
動
が
一
つ
の

時
代
風
潮
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
宗
教
平
和
に
抵
抗
し
た
の
も
ヘ
ン
ト
一
帯
で
は
な
か
っ
た
。
宗
教
平
和
は
新
教

・
沿
十
両
宗
派
の
い
ず
れ
か
ら
も
反
発
を
買
い
、
比
較
的
平
穏
に
受
容
し
た
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ソ
（
七
八
年
八
月
）
や
ブ
リ
ュ
へ
（
同
年
二
月
）
で

43 （371）



も
そ
の
実
効
は
ヘ
ン
ト
と
大
差
な
く
、
ブ
リ
ェ
セ
ル
・
イ
ー
ペ
ル
両
市
の
場
合
、
宗
教
平
和
の
受
容
は
よ
う
や
く
七
九
年
六
月
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

同
盟
加
入
に
伴
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
時
期
、
ホ
ラ
ン
ト
・
ゼ
ー
ラ
ン
ト
で
は
宗
叡
平
和
の
ご
と
き
妥
協
案
は
も
は
や
全
く
問

題
外
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
う
と
す
れ
ば
、
ヘ
ン
ト
の
独
裁
の
特
異
性
を
一
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
反
カ
ト
リ
ッ
ク
・
テ
ル
…
ル
が
い
か
に
群
を
抜
い
て
激
烈
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
に
せ
よ
一
宗
教
的
過
激
性
の
み
に
求
め
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
ヘ
ソ
ト
の
独
裁
が
「
二
つ
の
異
質
の
力
の
合
力
で
あ
っ
た
」
と
す

れ
ば
、
過
激
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
並
ん
で
こ
の
合
力
を
生
ん
だ
も
う
　
つ
の
分
力
、
つ
ま
り
一
五
四
〇
年
以
前
の
旧
体
調
へ
の
復
帰
に
結
実
し

た
い
わ
ば
復
古
志
向
（
伝
統
主
義
志
向
）
に
も
当
然
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
手
軽
な
扱
い
を
受
け
が
ち
な

こ
の
復
古
志
向
に
、
む
し
ろ
当
独
裁
の
独
自
性
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
趣
意
で
あ
る
。

　
旧
体
制
へ
の
復
帰
が
甚
だ
し
い
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
を
意
味
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
旧
体
制
は
そ
れ
が
成
立
し
た
一
四
世
紀
の
ヘ
ン
ト
の

社
会
に
適
合
的
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
の
故
に
か
え
っ
て
、
＝
ハ
世
紀
後
半
の
当
市
の
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
の
基
盤
で
あ
り
前
提
で
も

あ
っ
た
市
民
三
分
制
そ
の
も
の
が
、
も
は
や
ヘ
ン
ト
の
社
会
の
実
状
を
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
反
映
し
て
い
な
い
。
五
十
三
の
小
ギ
ル
ド
の

中
に
は
す
で
に
衰
微
の
著
し
い
職
種
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
逆
に
当
時
繁
栄
を
享
受
し
つ
つ
あ
っ
た
若
干
の
職
種
が
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
な

い
。
と
り
わ
け
顕
著
な
事
例
は
毛
織
物
工
業
に
見
ら
れ
る
。
当
工
業
は
す
で
に
厨
を
被
う
衰
退
期
に
あ
り
、
む
し
ろ
麻
織
物
工
業
が
そ
の
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
取
っ
て
替
わ
り
つ
つ
あ
っ
て
、
毛
織
物
織
布
工
は
数
十
名
、
高
々
劇
臭
を
数
え
た
に
す
ぎ
な
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
毛

織
物
織
布
工
の
ギ
ル
ド
、
つ
ま
り
大
ギ
ル
ド
は
単
独
で
市
民
団
匪
第
三
の
構
成
員
と
し
て
市
政
参
画
を
認
め
ら
れ
る
。
現
実
に
齪
臨
が
生
じ
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
大
ギ
ル
ド
は
市
政
府
の
両
部
局
に
そ
れ
ぞ
れ
五
生
ず
つ
の
市
参
事
を
送
り
込
む
べ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
の
実
行
は
著
し
く

困
難
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
一
部
は
他
の
職
種
の
メ
ン
バ
ー
の
代
行
を
仰
が
ざ
る
を
え
な
い
。
例
え
ば
七
八
年
一
月
の
改
選
に
当
た
っ
て
、
第

一
部
局
五
席
中
実
際
に
毛
織
物
織
布
工
が
占
め
た
の
は
二
席
に
留
ま
り
、
残
る
三
席
は
皮
繰
工
・
古
着
商
・
寝
具
用
麻
布
織
布
工
に
よ
っ
て
埋

め
ら
れ
、
七
九
年
七
月
の
非
合
法
改
選
時
に
至
っ
て
は
、
第
一
部
局
の
五
席
す
べ
て
が
チ
ー
ズ
商
・
撚
糸
工
・
行
商
人
ら
部
外
者
に
よ
っ
て
占

44 （372）



ヘントのカルヴァン派独裁（1577－1584）（川口）

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
す
る
と
、
ヘ
ン
ト
の
旧
体
制
復
活
は
単
な
る
見
せ
か
け
、
た
だ
の
口
実
で
あ
っ
て
、
真
の
狙
い
は
カ
ト
リ
ッ
ク
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

市
貴
族
の
寡
頭
支
配
を
打
倒
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
す
る
ピ
レ
ン
ヌ
の
解
釈
が
、
い
か
に
も
合
理
的
に
見
え
る
。
し
か
し
果
た
し
て
見
せ
か
け

や
口
実
が
七
年
間
も
維
持
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
に
過
ぎ
る
と
は
い
え
、
復
活
し
た
旧
体
制
が
数
年
に
わ
た

っ
て
持
続
し
え
た
の
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ヘ
ン
ト
の
独
裁
期
七
年
間
を
支
え
た
理
由
の
一
つ
に
生
活
水
準
の
相
対

的
安
定
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
期
間
、
少
な
く
と
も
八
二
年
ま
で
は
穀
物
価
格
に
目
立
っ
た
変
動
が
な
く
、
他
方
賃
金
が
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
理
由
は
そ
れ
だ
け
に
留
ま
る
ま
い
。
一
般
に
独
裁
は
、
む
し
ろ
独
裁
な
る
が
故
に
こ
そ
、
住
民
多
数
の
一
定

の
支
持
i
か
り
に
幻
想
に
終
わ
ろ
う
と
も
、
よ
か
れ
あ
し
か
れ
あ
る
種
の
期
待
－
を
存
立
の
条
件
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
を

も
含
む
多
数
市
民
が
旧
特
権
・
旧
体
糊
の
復
活
を
歓
迎
し
、
そ
の
点
で
市
政
府
に
一
定
の
支
持
を
与
え
た
こ
と
こ
そ
、
当
独
裁
存
立
の
基
本
条

件
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
考
さ
れ
る
。

　
な
る
ほ
ど
特
権
市
民
、
と
く
に
名
士
層
が
独
裁
期
の
市
政
府
に
多
か
れ
少
な
か
れ
反
感
を
抱
き
続
け
た
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
彼
ら

は
過
去
三
十
七
年
問
カ
ー
ル
認
可
状
の
下
で
享
受
し
た
特
権
的
地
位
を
失
い
、
市
参
事
職
及
び
職
業
団
体
団
長
職
の
独
占
を
放
棄
し
た
。
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

な
ら
ず
一
般
市
民
と
均
し
く
無
差
別
に
市
単
建
設
等
の
労
役
に
駆
り
出
さ
れ
、
ま
た
租
税
負
担
上
の
優
遇
措
置
も
取
り
消
さ
れ
る
。
従
来
の
大

衆
課
税
（
消
費
税
）
一
本
槍
の
方
式
に
手
が
加
え
ら
れ
て
、
富
裕
層
の
み
を
対
象
と
し
た
特
別
ビ
ー
ル
税
が
新
設
さ
れ
（
七
八
年
二
月
二
五
日
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

贅
沢
な
衣
裳
、
派
手
な
饗
宴
・
婚
礼
等
に
か
か
る
奢
修
税
も
徴
収
さ
れ
、
あ
ま
っ
さ
え
時
に
は
公
債
の
購
入
を
強
綱
さ
れ
る
。
し
か
も
特
権
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

民
中
に
占
め
る
新
教
徒
の
比
率
は
他
の
諸
階
層
に
比
べ
て
相
対
的
に
低
い
。
特
権
市
民
の
大
半
が
独
裁
市
政
府
の
宗
教
政
策
に
も
強
い
不
満
を

抱
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
富
裕
特
権
市
民
の
不
満
と
反
感
を
招
い
た
政
策
は
、
逆
に
他
の
諸
階
層
の
歓
迎
す
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
特
権
市
民
か
ら
の
特
権
の
剥
奪
、
特
権
市
民
へ
の
高
負
担
強
鰯
は
非
特
権
諸
階
層
に
と
っ
て
ま
さ
に
溜
飲
の

下
が
る
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
も
旧
ギ
ル
ド
制
の
復
活
か
ら
は
、
ギ
ル
ド
自
治
の
回
復
や
ギ
ル
ド
内
外
の
競
争
の
排
除
に
よ
っ
て
一
般
の

手
工
業
者
及
び
小
商
人
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
作
用
が
期
待
さ
れ
る
。
例
え
ば
当
時
ヘ
ン
ト
最
大
の
輸
出
産
業
に
上
昇
し
つ
つ
あ
っ
た
麻
織
物
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工
業
諸
部
門
（
と
く
に
寝
具
用
麻
布
及
び
撚
糸
生
産
）
の
場
合
、
そ
こ
で
は
す
で
に
経
営
老
問
に
企
業
家
と
小
親
方
の
分
化
が
発
生
し
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
ギ
ル
ド
制
は
経
営
者
の
雇
用
し
う
る
職
人
数
を
制
限
し
、
従
っ
て
職
人
が
高
賃
金
を
求
め
て
企
業
家
的
経
営
老
の
許
へ
奔
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
抑
捺
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
範
な
小
親
方
層
に
有
利
に
作
用
し
た
は
ず
で
あ
る
。
小
ギ
ル
ド
及
び
大
ギ
ル
ド
が
市
評
議
会
で
時
に
動
揺
や
矛

　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

麿
し
た
動
き
を
示
し
な
が
ら
も
、
概
ね
ヘ
ム
ビ
ゼ
の
政
策
を
支
持
し
、
過
激
派
の
社
会
的
基
盤
た
り
え
た
の
は
以
上
の
故
で
あ
ろ
う
。
ギ
ル
ド

制
の
復
活
を
さ
ら
に
喜
ん
だ
の
は
職
人
層
で
あ
っ
た
ろ
う
。
も
ぐ
り
（
o
鄭
く
H
む
）
職
人
が
労
働
言
揚
に
闊
漏
し
、
そ
の
競
争
に
よ
る
賃
金
切
下
げ

や
失
業
の
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
た
有
資
格
（
＜
且
）
職
人
層
は
、
ギ
ル
ド
規
綱
に
よ
る
無
資
格
労
働
力
の
排
除
に
回
生
の
期
待
を
寄
せ
た
は
ず
だ

　
　
　
　
⑯

か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
も
ぐ
り
労
働
老
年
（
い
わ
ば
ル
ン
ペ
ン
・
プ
p
レ
タ
リ
ア
）
と
て
も
、
独
裁
期
の
復
古
政
策
に
敵
対
し
た
と
い
う

証
拠
は
何
一
つ
残
っ
て
い
な
い
。
反
カ
ト
リ
ッ
ク
・
テ
ル
ー
ル
に
限
っ
て
い
え
ば
、
そ
の
主
力
は
む
し
ろ
彼
ら
下
贋
民
衆
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
安
易
な
解
釈
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
諸
悪
の
根
源
を
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
そ
の
聖
職
者
に
帰
し
た
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
市
政
府
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

彼
ら
も
ま
た
彼
ら
な
り
に
生
活
改
善
の
期
待
を
寄
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
多
数
市
民
が
独
裁
期
の
復
古
政
策
を
支
持
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
根
強
い
復
古
志
向
が
予
め
ヘ
ン
ト
市
民
の
問
に
広
く
内
在
し
て
い
た
こ

と
を
意
味
し
よ
う
。
こ
の
復
古
志
向
を
見
せ
か
け
ま
た
は
口
実
と
評
価
し
た
の
は
前
述
の
よ
う
に
ピ
レ
ン
ヌ
で
あ
る
が
、
　
の
み
な
ら
ず
ピ
レ

ソ
ヌ
は
、
一
般
に
一
六
世
紀
ネ
…
デ
ル
ラ
ン
ド
諸
都
市
の
民
衆
運
動
に
見
ら
れ
る
民
主
的
志
向
を
個
人
主
義
的
な
近
代
民
主
制
へ
の
傾
斜
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

て
捉
え
、
形
式
上
は
中
世
の
社
団
右
体
舗
を
維
持
し
て
い
る
に
せ
よ
本
質
的
に
は
中
世
民
主
制
と
異
な
る
と
論
断
す
る
。
だ
が
一
少
な
く
と

も
ヘ
ン
ト
の
独
裁
期
に
関
す
る
限
り
一
そ
う
し
た
解
釈
は
正
鵠
を
得
た
も
の
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ヘ
ン
ト
の
復
古
志
向
も
確
か
に
民
主
制

へ
の
志
向
を
内
包
す
る
。
し
か
し
そ
の
民
主
制
は
近
代
民
主
制
と
は
異
質
の
中
世
都
市
民
主
綱
で
あ
り
、
そ
の
民
主
的
志
向
は
い
わ
ば
後
向
き

志
向
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
独
裁
期
の
政
治
諸
機
関
の
人
的
構
成
を
見
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
ほ
か
は
な
い
。
な
る
ほ
ど
七
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

七
月
の
非
合
法
改
選
の
場
合
、
ギ
ル
ド
幹
部
に
属
さ
ぬ
並
み
の
手
工
業
者
若
干
名
が
新
市
参
事
と
し
て
選
任
さ
れ
た
と
推
定
し
う
る
が
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
稀
な
例
外
で
あ
っ
て
、
市
政
府
の
ギ
ル
ド
・
メ
ン
バ
ー
は
富
裕
な
幹
部
層
、
い
わ
ゆ
る
ギ
ル
ド
貴
族
に
限
ら
れ
る
の
が
常
例
で
あ
っ
た
。
し
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か
も
伝
統
的
政
治
体
制
と
は
無
縁
で
、
そ
の
意
味
で
革
命
的
な
十
八
人
委
員
会
さ
え
も
、
や
は
り
概
ね
名
士
層
と
ギ
ル
ド
貴
族
に
よ
り
構
成
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
て
い
た
模
様
で
あ
り
、
史
料
上
の
そ
の
正
式
名
称
は
「
貴
族
と
名
士
」
閃
α
Φ
冨
6
①
昌
α
①
裟
0
3
び
①
ざ
⇔
で
あ
っ
た
。
加
う
る
に
二
人
の
指
導

者
ヘ
ム
ビ
ゼ
と
レ
イ
ホ
…
フ
ェ
が
、
と
も
に
当
地
屈
指
の
名
門
の
出
身
で
あ
る
。
ヘ
ム
ビ
ゼ
は
シ
リ
ω
諺
団
家
の
出
、
母
方
は
著
名
な
ト
リ
ー

ス
ト
8
鼠
①
ω
け
家
、
父
を
初
め
兄
弟
・
従
兄
弟
も
幾
度
か
市
参
事
を
務
め
、
彼
自
身
は
一
五
四
三
年
以
降
両
部
局
い
ず
れ
か
の
市
参
事
を
歴
任

　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

し
た
。
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
は
生
粋
の
土
地
貴
族
層
に
属
し
、
父
は
何
度
か
ヘ
ン
ト
の
首
席
市
参
事
に
就
任
し
た
近
郊
領
主
で
あ
っ
た
。

　
要
す
る
に
、
ヘ
ン
ト
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
独
裁
は
同
時
に
過
激
な
復
古
志
向
の
伝
統
主
義
独
裁
で
あ
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
独
裁
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
。
ウ
ィ
ト
マ
ソ
や
デ
ス
プ
レ
ツ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ヘ
ム
ビ
ゼ
の
政
策
に
は
一
貫
し
た
反
封
建
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
欠
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

し
て
お
り
、
本
来
の
意
味
で
の
革
命
性
が
見
ら
れ
な
い
。
な
る
ほ
ど
教
会
財
産
の
没
収
が
強
行
さ
れ
は
し
た
。
だ
が
そ
れ
は
宗
教
改
革
一
毅
に

伴
っ
て
ど
こ
で
も
起
こ
り
え
た
普
遍
的
現
象
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
一
部
貴
族
の
所
領
も
確
か
に
没
収
さ
れ
は
し
た
。
だ
が
そ
れ
は
革
命

的
原
理
（
領
主
制
廃
棄
）
に
発
し
た
も
の
で
な
く
、
当
面
の
軍
事
費
捻
出
の
た
め
の
単
な
る
一
方
便
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
封
建
領
主
翻
そ
の

も
の
は
全
く
無
傷
の
ま
ま
に
留
ま
っ
た
。
さ
ら
に
ギ
ル
ド
制
の
復
活
が
端
的
に
反
近
代
的
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
は
雷
を
侯
た
な
い
。
ギ
ル
ド
の

門
戸
開
放
が
一
度
は
企
て
ら
れ
た
。
ヘ
ム
ビ
ゼ
が
七
九
年
五
月
、
ワ
旨
ソ
人
亡
命
者
を
と
く
に
対
象
と
し
て
三
年
な
い
し
四
年
間
に
限
り
ギ
ル

ド
加
入
の
自
由
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
も
亡
命
新
教
徒
を
ギ
ル
ド
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
過
激
派
の
支
持
基
盤
を
拡
大
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

し
ょ
う
と
す
る
応
急
対
策
に
す
ぎ
ず
、
ギ
ル
ド
制
そ
の
も
の
の
根
本
的
改
革
と
は
無
縁
の
方
策
で
あ
っ
た
。
な
お
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
に
必
要

な
諸
条
件
も
起
動
力
も
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
農
業
に
は
存
在
せ
ず
」
、
そ
の
故
に
　
「
農
民
層
は
一
般
に
後
世
の
諸
革
命
の
揚
合
ほ
ど
の
決
定
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

役
割
を
演
ず
る
こ
と
が
な
か
っ
た
」
に
せ
よ
、
ウ
ィ
ト
マ
ソ
が
…
一
そ
し
て
ま
た
エ
ノ
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ル
デ
ル
も
－
指
摘
す
る
ヘ
ム
ビ
ゼ
の

農
民
敵
視
、
ヘ
ン
ト
軍
の
農
民
虐
待
の
事
実
（
都
町
・
農
村
の
中
世
的
対
立
の
持
続
・
顕
現
）
も
こ
こ
に
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
事
例
を

挙
げ
よ
う
。
ヘ
ム
ビ
ゼ
が
再
起
し
て
間
も
な
い
八
三
年
一
一
月
四
二
の
こ
と
、
　
「
ヘ
ン
ト
・
ブ
リ
ュ
へ
両
市
問
に
住
ん
で
い
た
が
、
当
国
の
宿

敵
た
る
フ
ラ
ン
ス
軍
か
ら
も
、
ま
た
上
記
の
両
帯
及
び
そ
の
他
の
反
乱
諸
都
市
に
雇
わ
れ
た
兵
士
や
盗
賊
か
ら
も
不
法
な
虐
待
・
謙
求
・
略
奪
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を
被
り
」
、
家
を
追
わ
れ
た
農
民
が
、
パ
ル
マ
に
請
願
書
を
送
っ
て
保
護
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

①
　
ヘ
ン
ト
で
殉
激
し
た
新
教
徳
（
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
・
再
洗
礼
派
・
ル
タ
ー
派
等
）

　
は
一
五
三
〇
1
一
五
九
五
年
夏
総
数
二
百
五
十
七
人
を
数
え
、
そ
の
半
数
に
近
い

　
百
二
十
三
人
が
六
七
一
七
三
年
の
七
年
間
に
集
中
し
て
い
る
（
こ
と
に
穴
七
年
十

　
八
人
、
六
八
年
三
十
七
人
、
六
九
年
二
十
五
人
、
七
三
年
二
十
一
人
）
。
そ
の
後

　
も
七
四
年
二
人
、
七
六
年
七
人
、
七
七
年
一
人
を
数
え
た
。
〉
．
U
．
即
く
。
浄
。
ギ

　
α
①
p
頃
①
叶
O
Φ
暮
ω
。
プ
。
竃
㌶
な
醜
9
0
σ
q
貯
ヨ
（
嵩
。
。
O
み
㎝
霧
y
切
毎
σ
q
σ
q
Φ
巳
心
①
噂

　
や
メ
メ
H
＜
。
（
殉
教
者
リ
ス
ト
）

②
　
フ
ァ
ン
・
デ
・
フ
ィ
フ
ェ
ー
レ
の
年
代
記
が
低
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
七
九

　
年
三
月
一
〇
日
、
ヘ
ム
ビ
ゼ
は
嬰
ヤ
コ
プ
数
会
の
略
奪
を
笑
顔
で
眺
め
て
い
た
と

　
い
う
。
U
o
m
唱
。
囲
い
d
o
ぎ
簿
p
臼
餌
鉱
①
”
℃
℃
・
囲
G
。
O
I
H
c
。
ド
ま
た
デ
・
ヨ
ソ
ゲ
の
同

　
日
の
条
に
よ
れ
ば
、
　
「
一
切
が
当
局
の
同
意
の
下
に
生
じ
た
こ
と
は
明
々
白
々
で

　
あ
り
」
、
　
ヘ
ム
ビ
ゼ
は
「
市
民
が
ガ
リ
ラ
ヤ
修
道
院
か
ら
器
物
を
持
ち
出
す
の
を

　
見
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
置
い
て
い
け
と
確
か
に
命
じ
は
し
た
が
、
付
言
し
て
日

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ミ
　
　
　
エ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
く
、
そ
れ
は
兵
士
の
も
の
だ
。
兵
士
ど
も
が
彼
の
命
令
に
よ
っ
て
で
は
な
い
に
せ

　
よ
、
少
な
く
と
も
彼
に
感
謝
さ
れ
て
略
難
の
限
り
を
尽
し
た
こ
と
は
以
上
か
ら
し

　
て
十
二
分
に
明
白
で
あ
る
。
」
⇔
。
匂
。
昌
α
Q
げ
③
讐
。
や
簿
■
㌧
℃
℃
■
回
b
。
b
。
1
誌
。
。
．

③
U
Φ
ω
最
合
N
”
U
o
貯
ω
欝
謳
三
訂
P
℃
娼
L
⑩
O
I
H
鐙
◆
M
・
デ
ル
モ
テ
の
研
究
に
よ

　
れ
ば
、
一
五
六
六
1
一
五
六
七
年
、
ヘ
ン
ト
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
中
産
層
（
商

　
入
・
手
工
業
者
）
を
中
心
に
あ
ら
ゆ
る
社
会
層
に
漫
透
し
て
い
て
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ

　
ス
ト
家
長
は
千
四
菅
－
千
五
百
人
（
総
人
口
五
万
、
世
帯
数
一
万
二
千
と
し
て
そ

　
の
鮮
鋭
ー
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
数
え
た
。
蜜
．
U
o
一
半
。
簿
ρ
麟
辞
O
巴
鼠
巳
ω
ヨ
Φ

　
ぎ
偏
。
〈
o
諾
。
繊
一
冨
ヨ
0
9
〈
o
澤
ぎ
σ
q
ω
ご
σ
q
o
昌
お
Ω
Φ
暮
（
一
㎝
①
①
ー
ド
α
①
刈
）
¶
診
”

　
目
ご
α
ω
。
財
ユ
混
く
o
o
肖
○
。
ω
。
『
一
巴
⑦
巳
ρ
圃
9
お
①
G
。
讐
℃
や
置
α
占
刈
9
Φ
ω
℃
．
ド
＄
。

　
そ
の
後
ア
ル
バ
専
制
下
に
減
少
し
、
ヘ
ソ
ト
彩
屋
後
に
増
加
し
た
。
デ
ス
プ
レ
ツ

　
の
推
定
は
、
デ
ル
モ
テ
論
文
と
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
の
新
敦
徒
に
関
す
る
バ
ウ
マ

　
ン
ス
塑
国
。
蠕
彰
騨
網
主
の
数
量
的
研
究
と
に
依
拠
し
て
い
る
。

④
醤
コ
8
く
窩
O
o
冠
Φ
び
。
や
○
凶
け
二
綿
繰
’
譲
為
り
曽
訟
O
ム
器
璽
誌
“
－
誌
G
。
．

⑤
　
く
ρ
嵩
≦
O
噌
く
①
剛
ρ
O
℃
・
9
け
こ
喝
・
日
ρ
（
フ
ラ
マ
ソ
餓
順
版
℃
」
団
Φ
）

⑥
O
霧
嘆
♀
N
”
U
Φ
貯
累
窪
『
霧
凶
。
辱
℃
や
δ
ど
ち
ド
織
布
工
数
は
ピ
レ
ン
ヌ
に
よ

　
れ
ば
数
十
名
（
勺
貯
Φ
口
p
P
渥
『
止
長
①
切
鑑
σ
q
一
ρ
部
ρ
H
＜
「
唱
．
這
圃
）
、
プ
リ
ス
に
よ

　
れ
ば
約
百
名
（
司
ユ
ω
噛
。
や
9
仲
二
や
爬
b
⊃
①
）
。

⑦
U
⑦
ω
鳩
。
貫
U
①
ぎ
。
。
峠
撃
羅
鉱
①
”
℃
■
お
H
●

⑧
溢
器
冨
。
胃
類
蓉
．
山
。
切
④
お
一
ρ
鐸
ρ
H
く
”
℃
℃
．
旨
の
占
ミ
◆

⑨
り
①
ω
箕
簿
N
嚇
U
。
ぎ
。
・
富
旨
㊤
賦
ρ
噂
．
δ
蒔

⑩
　
市
の
労
役
に
は
家
族
四
人
以
上
の
各
戸
か
ら
二
人
、
四
人
未
溝
の
各
戸
か
ら
一

　
人
が
動
員
さ
れ
た
。
聖
職
者
の
場
合
、
修
道
士
は
三
人
、
修
道
女
は
四
人
に
つ
き

　
一
人
ず
つ
駆
り
出
さ
れ
た
が
、
後
者
に
は
免
役
金
鍔
度
が
適
用
さ
れ
た
。
U
①
。
・
－

　
箕
①
訂
輸
ω
3
伍
ω
く
舘
珍
野
江
ロ
σ
Q
。
p
や
。
。
・

⑪
　
U
¢
。
。
窯
簿
斜
U
O
恥
湯
3
葭
9
証
P
℃
や
δ
盒
一
〇
？
お
9
伽
ρ
辱
Q
Q
9
山
雪
．
霞
ω
冨
7

　
犀
鳥
σ
q
Φ
P
喝
や
一
〇
点
b
。
■

⑫
特
権
市
厩
中
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
は
、
プ
リ
ス
（
団
塁
b
や
。
貫
や
b
。
。
。
卜
。
）
に

　
よ
れ
ば
約
二
十
人
で
あ
る
が
、
デ
ス
プ
レ
ツ
は
こ
れ
を
批
判
し
て
約
五
十
人
と
し

　
て
い
る
。
O
o
ω
℃
H
o
討
噂
U
o
冒
。
・
9
郁
補
p
鉱
ρ
℃
．
H
O
蒔
．

⑬
H
び
嬉
’
や
ド
リ
P

⑭
　
ギ
ル
ド
の
政
治
的
立
場
は
初
期
に
は
特
権
市
民
の
そ
れ
と
さ
し
て
異
な
ら
ず
、

　
三
構
成
出
揃
っ
て
市
評
議
会
が
、
監
禁
華
族
の
釈
放
と
帯
内
で
の
説
教
の
盈
視
を

　
求
め
る
請
願
を
十
八
人
委
員
会
に
提
出
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
七
八
年
四
月
一
八

　
日
）
。
以
後
宗
教
平
和
を
め
ぐ
っ
て
徐
々
に
ギ
ル
ド
の
過
激
化
が
進
ん
だ
が
、
そ

　
れ
で
も
そ
の
動
き
に
矛
盾
が
多
く
、
例
え
ば
七
九
年
七
月
の
非
合
法
市
参
事
改
選

　
を
一
旦
承
認
し
な
が
ら
、
や
が
て
合
法
改
選
の
た
め
の
オ
ラ
ン
イ
ェ
招
致
に
結
局
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は
問
意
し
た
。
目
σ
誌
二
や
お
9

⑮
七
八
年
一
二
月
の
宗
教
平
和
受
諾
に
際
し
、
こ
れ
に
最
も
強
く
抵
抗
し
て
ヘ
ム

　
ビ
ゼ
を
援
護
し
た
の
は
「
寝
具
用
麻
布
織
布
工
・
皮
鞭
工
，
古
着
商
．
靴
下
工
．

　
〔
非
特
梅
〕
船
頭
・
行
商
人
」
の
ギ
ル
ド
で
あ
っ
た
。
U
。
冒
コ
σ
q
ゴ
ρ
o
や
9
戸

　
や
O
轡
（
一
二
月
九
日
の
条
）

⑯
U
Φ
。
。
鷲
。
貫
U
①
ぎ
珍
署
舜
窪
ρ
℃
や
お
塾
。
占
O
ω
’

⑰
H
戴
伍
こ
や
這
ら
。
．

⑱
国
王
窪
口
p
匹
罫
号
銅
鉱
σ
q
β
壽
℃
H
＜
噂
唱
℃
．
H
自
－
巳
P
例
え
ば
十
八
人
委
員

　
会
は
中
世
の
諸
機
関
と
は
別
個
の
原
理
に
基
き
、
専
ら
大
衆
に
依
拠
し
た
民
主
独

　
裁
機
蘭
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
比
較
す
る
な
ら
、
一
七
九
三
年
の
諸
委
眞
会

　
に
相
轟
す
る
、
と
ピ
レ
ソ
ヌ
は
い
う
。

⑲
新
市
参
事
二
十
六
名
中
九
名
は
富
裕
層
に
属
し
て
い
な
い
。
そ
の
職
業
は
不
明

　
で
あ
る
が
、
並
み
の
手
工
業
者
と
推
定
さ
れ
る
。
U
o
ω
窯
Φ
言
”
U
o
ヨ
八
雲
障
鷺
。
噂

　
唱
℃
・
H
㎝
ρ
お
鯵

⑳
　
例
え
ば
七
八
年
一
月
の
改
選
に
ギ
ル
ド
か
ら
選
ば
れ
た
新
市
参
寮
二
十
名
は
全

　
員
が
ギ
ル
ド
幹
部
、
そ
の
内
十
八
名
は
と
り
わ
け
窟
裕
な
階
屡
に
属
し
て
い
た
。

　
H
σ
δ
こ
や
嵐
9

⑳
　
H
σ
一
掴
‘
署
’
一
も
。
O
山
ω
⑱
創
設
当
時
の
十
八
人
委
貫
会
の
構
成
は
名
士
層
八
名

　
（
ヘ
ム
ビ
ゼ
の
ほ
か
、
ユ
ー
テ
ン
ホ
ー
フ
ェ
d
q
＄
巳
H
o
く
。
家
二
名
、
ポ
ル
リ
ュ

　
…
ト
切
。
肖
貯
暮
景
一
名
等
）
、
ギ
ル
ド
幹
部
三
眠
、
他
の
七
名
は
不
明
で
あ
る
。

　
そ
の
後
の
構
成
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
は
、
当
委
員
会
関
係
の
史
料
が
乏
し
く
、
し

　
か
も
史
料
間
に
矛
盾
が
あ
っ
て
不
可
能
に
近
い
。
た
だ
確
実
な
の
は
、
七
八
年
一

　
〇
月
、
職
務
多
忙
を
理
由
に
（
一
時
的
に
～
）
乙
名
の
増
員
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

　
の
ほ
か
、
七
九
年
六
月
一
九
日
以
後
暫
時
、
一
定
の
構
成
原
則
（
特
権
市
蝿
・
小

　
ギ
ル
ド
・
火
ギ
ル
ド
各
六
名
ず
つ
）
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
よ

　
う
な
市
評
議
会
に
準
じ
た
構
成
原
理
は
、
過
激
派
独
裁
の
絶
頂
期
の
み
の
所
産
に

　
留
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳
　
囲
σ
誌
；
喝
や
お
ω
み
G
。
鮮
な
お
彼
の
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
は
ア
ル
バ
の
｛
口
留
期
に

　
培
わ
れ
、
こ
と
に
七
二
年
夏
、
勝
越
を
戦
場
で
失
っ
た
こ
と
が
そ
の
動
機
で
は
な

　
い
か
と
推
考
さ
れ
て
い
る
。
腎
誌
。
・
”
o
や
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懲
り
や
爬
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。
。
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．
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国
巴
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ρ
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罫
噛
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刈
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ρ
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鷲
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ぴ
δ
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ω
噛
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G
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ご
U
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ω
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周
①
欝
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U
①
ぎ
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ω
霞
彗
簿
一
ρ
℃
や
b
。
卜
。
ア
ト
。
卜
。
Q
。
●

⑮
　
七
九
年
三
月
の
テ
ル
ー
ル
は
社
会
性
を
も
幣
び
て
（
前
述
）
、
個
人
の
住
宅
も

　
略
奪
の
対
象
と
な
っ
た
。
教
会
の
略
翠
を
黙
認
し
た
当
局
も
、
こ
う
し
た
佃
人
住

　
居
へ
の
テ
ル
ー
ル
に
は
厳
罰
を
以
て
臨
み
、
犯
罪
者
三
人
を
極
刑
に
処
し
た
。

　
U
o
。
。
鷺
簿
N
層
り
¢
ぎ
ω
霞
早
事
δ
噛
や
一
。
。
一
．
こ
の
事
実
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ

　
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
革
命
的
規
律
の
顕
現
と
見
な
す
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
む

　
し
ろ
挫
会
革
命
性
の
欠
如
を
象
徴
す
る
事
実
と
解
釈
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

⑳
　
か
つ
て
筆
者
は
ホ
ソ
ト
ス
ホ
ー
テ
（
西
フ
ラ
ー
ン
デ
レ
ン
）
の
セ
イ
工
業
を
考

　
察
し
て
、
そ
の
基
本
的
対
抗
関
係
を
資
・
本
主
義
へ
の
傾
料
と
ギ
ル
ド
H
共
同
体
的

　
諸
関
係
と
の
間
に
見
出
し
、
前
者
を
代
表
し
て
産
業
規
制
に
反
対
す
る
商
人
・
有

　
力
織
元
層
と
後
者
を
雛
護
す
る
町
当
局
と
の
紛
争
の
中
で
、
と
く
に
顕
著
な
事
例

　
と
し
て
大
商
人
ホ
ト
ス
ハ
ル
ク
録
O
o
房
魯
巴
。
犀
に
係
る
訴
訟
事
件
を
挙
げ
て

　
お
い
た
（
「
近
世
初
期
に
お
け
る
産
業
の
自
由
と
規
制
」
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西
洋
史
学
』
四
穴
輯
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一
九
六
〇
）
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ウ
ィ
ト
マ
ン
も
当
訴
訟
が
一
五
八
○
年
頃
、
つ
ま
り
革
命
的
テ
ル
ー

　
ル
期
に
ポ
ト
ス
ハ
ル
ク
の
敗
訴
で
終
結
し
た
こ
と
に
雷
及
し
、
そ
れ
は
封
建
的
原

　
理
の
名
に
お
い
て
資
本
主
義
企
業
の
発
達
の
芽
を
摘
む
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、

　
こ
の
テ
ル
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の
反
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代
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指
弾
す
る
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恣
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期
な
る
が
故
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一
層
こ
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し
た
訴
訟
結
果

　
を
招
き
や
す
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
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不
思
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な
い
。
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。
ロ
α
－

　
鷲
ぎ
。
盆
（
区
図
く
㊦
1
区
く
H
員
㊦
ω
δ
9
①
Y
勺
舘
冨
這
ω
ρ
℃
や
ト
。
㊤
笛
I
b
。
Φ
ら
。
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欝
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劃
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口
旨
¢
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ω
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8
臥
ρ
g
加
錠
鍛
津
ω
8
馨
。
聴
器
暮
8
ω
貫
8
三
Φ
。
。

嶺
。
。
企
H
H
．
0
9
巳
ド
G
。
お
讐
唱
や
旧
姓
ム
一
⑦
■

α
o
ω
℃
p
団
。
ウ
胴
切
p
ω
噛
嶺
刈
罰

50 （378＞

四

　
ヘ
ソ
ト
の
復
古
志
向
の
強
さ
は
確
か
に
異
常
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
市
が
経
験
し
た
ド
ラ
ス
テ
ィ
ク
な
歴
史
過
程
一
＝
二
・
一
四
世
紀
の
異

例
の
繁
栄
と
栄
光
、
毛
織
物
工
業
の
衰
微
に
伴
う
急
転
落
、
そ
れ
に
止
め
を
記
し
た
カ
ー
ル
五
世
の
弾
圧
1
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
伝
統
主
義
は
ヘ
ン
ト
の
み
に
特
有
の
志
向
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
こ
の
時
代
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
は
ど
こ
で
も
、
絶
対
主
義
の
集

権
的
圧
力
に
抗
し
て
旧
来
の
地
方
的
諸
特
権
、
つ
ま
り
君
主
権
を
制
約
す
べ
き
諸
社
団
o
o
壱
。
鎚
試
。
。
。
の
諸
権
利
H
自
由
を
、
護
持
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
る
志
向
が
多
か
れ
少
な
か
れ
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
＝
ハ
世
紀
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
反
乱
を
構
造
的
に
把
握

す
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
は
し
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
反
乱
の
基
本
的
矛
盾
は
、
社
団
的
・
身
分
鰯
的
社
会
秩
序

の
護
持
を
旗
印
と
す
る
伝
統
主
義
諸
力
と
旧
秩
序
の
少
な
く
と
も
表
層
部
の
破
砕
を
眠
論
む
絶
対
主
義
と
の
対
決
の
中
に
こ
そ
存
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
こ
こ
で
注
国
さ
れ
る
の
は
ド
イ
ツ
の
H
・
シ
リ
ン
グ
の
近
業
で
あ
る
。
シ
リ
ン
グ
は
社
会
経
済
的
ω
o
臥
9
α
犀
。
ロ
。
臼
溢
。
げ
視
点
の
限
界
を
指

摘
し
、
社
会
体
心
的
ω
o
臨
。
幽
。
ロ
ω
蜂
昇
δ
⇔
9
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
寸
話
し
つ
つ
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
反
乱
に
つ
い
て
大
凡
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。
そ
の
過
程
は
あ
ら
ゆ
る
型
の
前
近
代
社
会
特
有
の
反
抗
運
動
を
含
ん
で
多
元
的
で
あ
り
、
指
導
集
団
も
局
面
に
よ
り
、
ま
た
州
に

よ
り
箸
し
く
変
移
し
た
が
、
　
決
定
的
役
割
を
担
っ
た
の
は
初
期
に
貴
族
、
後
期
に
大
市
民
　
（
正
確
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
反
抗
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

で
あ
っ
て
、
　
「
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
革
命
は
そ
の
社
会
的
核
心
に
お
い
て
、
貴
族
・
大
市
民
よ
り
成
る
政
治
的
エ
リ
…
ト
層
内
部
の
対
決
で
あ
っ

③た
。
」
　
こ
う
し
た
エ
リ
ー
ト
層
の
内
部
亀
裂
を
惹
き
起
こ
し
た
の
は
中
央
・
地
方
両
次
元
で
の
君
主
制
国
家
の
集
権
政
策
、
換
恕
す
れ
ば
君
主

制
司
法
・
行
政
機
構
の
進
出
で
あ
っ
て
、
　
と
り
わ
け
当
地
の
伝
統
的
特
質
た
る
根
強
い
地
方
自
治
を
担
っ
た
地
方
的
エ
リ
ー
ト
層
、
　
つ
ま
り
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下
級
貴
族
と
大
市
民
の
中
で
、
君
主
権
と
の
関
係
の
相
異
な
る
二
類
型
の
官
職
保
有
者
i
相
対
的
に
自
立
性
の
強
い
伝
統
的
官
職
保
有
者
層

（
反
抗
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
）
と
書
算
鰯
機
構
下
に
組
み
込
ま
れ
た
国
家
官
僚
層
一
の
問
に
鋭
い
緊
張
が
生
じ
た
。
こ
の
緊
張
を
一
層
強
め
、
土

着
エ
リ
ー
ト
層
の
不
満
を
噴
出
さ
せ
る
起
爆
剤
と
な
っ
た
の
が
重
税
・
宗
教
両
問
題
で
あ
り
、
と
り
わ
け
フ
ェ
リ
ペ
の
国
家
主
義
的
宗
教
政
策

（
司
教
区
再
編
、
異
端
審
問
強
化
）
は
単
に
教
会
の
国
家
へ
の
従
属
を
意
図
し
た
に
留
ま
ら
ず
、
身
分
制
議
会
の
聖
職
者
メ
ン
バ
ー
の
講
成
に

変
更
を
加
え
て
議
会
の
国
家
機
関
化
を
狙
う
と
と
も
に
、
半
国
家
官
僚
化
せ
る
司
教
及
び
異
端
審
問
官
の
地
方
自
治
干
渉
を
許
す
こ
と
に
よ
り
、

伝
統
的
エ
リ
ー
ト
層
の
地
位
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
反
乱
は
近
世
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
を
即
製
さ

せ
た
一
宗
教
改
革
と
も
近
世
国
家
形
成
過
程
と
も
深
く
係
わ
り
合
っ
た
一
政
治
的
・
徒
会
的
紛
争
の
一
種
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
新
生
オ
ラ

ン
ダ
共
和
国
は
上
昇
し
つ
つ
あ
っ
た
露
主
権
を
打
破
し
て
地
域
的
・
身
分
制
的
エ
リ
ー
ト
層
の
独
裁
を
樹
立
し
た
の
で
あ
り
、
共
和
国
の
社
会

は
、
い
か
に
市
民
的
性
格
が
濃
く
と
も
、
近
代
的
意
味
で
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
社
会
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
シ
リ
ン
グ
説
に
筆
老
は
大
筋
に
お
い
て
同
意
す
る
。
社
会
体
制
的
視
角
か
ら
漕
主
制
国
家
と
身
分
欄
社
会
と
の
対
抗
を
基
本
に
据
え

る
理
解
の
仕
方
が
、
筆
者
の
仮
説
と
ほ
ぼ
重
な
り
舎
う
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
身
分
制
社
会
を
ひ
た
す
ら
エ
リ
ー
ト
社
会
に
限
定
す
る
方
法
に
疑

念
が
残
る
の
は
こ
こ
で
問
わ
な
い
に
し
て
も
、
な
お
ほ
か
に
も
問
題
が
無
い
わ
け
で
な
い
。
本
稿
で
の
論
点
に
限
っ
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
過
激

カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
評
価
に
係
わ
る
。
シ
リ
ン
グ
は
、
旧
来
の
二
党
派
モ
デ
ル
（
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
一
1
革
命
派
、
カ
ト
リ
ッ
ク
目
勤
王
派
）
に
代
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

っ
て
近
来
し
き
り
に
提
唱
さ
れ
る
三
党
派
モ
デ
ル
（
過
激
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
1
1
分
離
派
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
国
家
的
中
間
派
、
過
激
カ
ト
リ
ッ
ク
聾

ス
ペ
イ
ン
派
）
を
支
持
し
、
過
激
分
離
派
の
特
徴
と
し
て
地
方
主
義
や
寒
教
的
非
妥
協
性
の
ほ
か
に
、
復
古
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
衣
を
ま
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
た
実
質
的
革
新
性
を
挙
げ
る
。
従
っ
て
「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
貴
族
」
　
（
ヘ
ム
ビ
ゼ
や
レ
イ
ホ
ー
フ
ェ
）
に
指
導
さ
れ
た
へ
ソ
ト
の
場
合
で
も
、

「
ギ
ル
ド
綱
の
復
活
は
、
カ
ー
ル
五
世
の
認
可
状
で
没
収
さ
れ
て
碧
網
綱
官
僚
の
手
に
帰
し
て
い
た
政
治
権
力
を
〔
名
士
層
が
〕
奪
還
す
る
た

　
　
　
　
　
　
　
⑥

め
の
前
提
で
あ
っ
た
」
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
本
質
上
ピ
レ
ソ
ヌ
に
類
似
し
た
見
解
は
ー
シ
リ
ソ
グ
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
北
部
諸
軍

に
事
例
を
求
め
、
北
部
の
分
離
派
を
念
頭
に
置
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
ー
ヘ
ン
ト
に
関
す
る
限
り
、
郡
部
の
採
る
と
こ
ろ
で
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は
な
い
。

　
筆
者
の
見
解
は
こ
う
で
あ
る
。
前
記
の
仮
説
よ
り
す
れ
ば
、
ヘ
ソ
ト
の
過
激
派
も
オ
ラ
ン
イ
ェ
派
も
と
も
に
絶
対
主
義
に
抗
し
て
社
団
的
．

身
分
調
的
社
会
秩
序
を
保
守
し
よ
う
と
す
る
同
一
の
伝
統
主
義
陣
営
に
属
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
両
者
が
激
し
く
対
立
し
た
の
は
宗
教
平
和

や
ア
ン
ジ
ュ
ー
擁
立
な
ど
の
争
点
と
並
ん
で
一
と
い
う
よ
り
個
々
の
争
点
を
越
え
て
、
あ
る
い
は
個
々
の
争
点
の
背
後
に
1
一
層
基
本
的

な
争
点
が
、
同
じ
く
伝
統
保
守
の
立
場
を
と
り
つ
つ
も
、
そ
の
伝
統
の
実
質
及
び
保
守
の
方
式
を
め
ぐ
っ
て
潜
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ま
り
貴
族
な
い
し
市
民
上
贋
を
背
景
と
す
る
オ
ラ
ン
イ
ェ
派
は
一
般
に
現
実
に
適
応
・
妥
協
す
る
傾
向
が
相
対
的
に
強
く
、
伝
統
的
諸
欄
度
の

護
持
を
標
榜
し
な
が
ら
も
、
例
え
ば
身
分
制
議
会
を
以
て
州
や
都
市
の
個
別
的
利
害
の
調
整
の
揚
、
い
わ
ば
パ
ル
テ
ィ
キ
ュ
ラ
リ
ス
ム
の
調
整

機
関
と
見
な
す
伝
統
的
観
念
を
放
棄
し
て
、
む
し
ろ
「
全
国
」
○
無
銭
鉱
欝
①
搾
（
「
十
七
州
全
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
共
同
の
祖
国
」
）
を
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

現
し
、
無
力
な
人
民
に
代
わ
っ
て
人
民
の
権
利
を
擁
護
す
べ
き
最
高
審
議
機
関
と
し
て
全
国
議
会
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
。
オ
ラ
ソ
イ
ェ
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

身
が
代
議
員
の
抜
き
難
い
パ
ル
テ
ィ
キ
ュ
ラ
リ
ス
ム
と
議
会
の
伝
統
的
運
営
方
式
の
非
能
率
と
を
鋭
く
告
発
し
た
の
も
そ
の
故
で
あ
る
。
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

か
に
オ
ラ
ン
イ
ェ
派
は
よ
り
開
曙
的
で
あ
り
、
　
「
全
国
」
統
一
の
理
想
は
結
局
潰
え
た
に
せ
よ
、
議
会
主
権
の
樹
立
に
象
徴
さ
れ
る
当
反
乱
の

（
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
共
和
国
の
）
近
代
的
側
面
は
一
i
そ
し
て
ま
た
共
和
国
に
お
け
る
中
世
的
自
由
か
ら
近
代
的
自
由
へ
の
架
橋
も
ー
オ
ラ
ン

イ
ェ
派
的
現
実
主
義
路
線
の
所
産
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
他
方
ヘ
ソ
ト
の
過
激
派
は
中
世
都
市
体
制
、
し
か
も
一
旦
は
崩
壊
し
去
っ
た
旧
体

制
を
あ
え
て
昔
日
の
姿
の
ま
ま
に
復
活
・
保
守
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
と
と
も
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
で
も
あ
る
。
そ

の
復
古
志
向
は
当
代
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
普
遍
的
な
伝
統
主
義
志
向
の
中
で
も
特
別
に
異
常
な
、
い
わ
ば
突
出
部
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と

い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
過
激
派
と
オ
ラ
ン
イ
ェ
派
の
激
突
の
根
底
に
は
、
こ
う
し
た
伝
統
主
義
に
係
わ
る
い
わ
ば
体
質
的
差
異
が
流
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
両
派
の
対
立
は
反
絶
対
主
義
諸
士
内
部
の
矛
盾
で
あ
る
。
だ
が
内
部
矛
盾
は
蒔
に
肥
大
し
て
基
本
的
矛
盾
を
曖
昧
に
し
、
舞
台
の

後
景
に
追
い
や
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
ヘ
ム
ビ
ゼ
の
変
節
は
ま
さ
し
く
そ
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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①
　
　
「
こ
の
頃
〔
七
七
年
秋
〕
全
国
議
会
は
い
く
つ
も
の
州
か
ら
諸
特
権
の
園
復
を

　
求
め
る
講
願
の
雨
を
浴
び
た
。
」
缶
。
鋭
国
郡
毎
。
ぐ
p
p
Ω
o
置
。
び
く
窓
。
℃
ω
＄
巳

　
く
貯
く
話
住
。
昌
勲
鴛
o
o
ユ
。
σ
q
．
ド
α
蕊
占
＄
Q
。
撃
ぎ
鱒
諺
茜
㊦
ヨ
⑦
嶺
Φ
O
⑦
。
。
〇
三
鼠
Φ
a
。
。

　
α
曾
ズ
9
興
ぽ
昌
9
P
＜
噛
q
葺
o
o
客
ち
認
噛
や
δ
ρ

②
　
潤
。
ω
o
謀
質
冒
σ
q
．
U
霞
目
無
馨
欝
昌
α
山
興
累
δ
仙
葭
一
門
自
住
㊦
…
切
母
α
q
鎮
嫁
。
ゲ
。
口
O
－

　
く
。
冨
獣
。
ロ
o
O
霞
範
群
（
。
乱
ε
昌
ゆ
一
葬
り
匂
ぎ
”
護
㍉
9
芝
①
匡
霞
（
げ
嵩
α
q
．
y
N
8

　
｝
騨
げ
お
欝
登
霞
幹
帥
巳
。
。
o
げ
Φ
男
。
く
。
冨
獣
9
μ
西
山
仙
ヨ
。
鎌
。
ヨ
㊤
男
⑦
〈
o
H
暮
一
〇
口
ω
｛
o
学

　
。
・
畠
目
冨
σ
q
嚇
○
α
巻
心
σ
q
魯
お
刈
9
℃
や
嵩
刈
I
b
。
G
。
一
・

③
H
三
α
‘
や
b
。
8
噸

④
　
中
間
派
は
一
六
世
紀
初
頭
に
樹
立
さ
れ
た
政
治
体
観
一
二
身
分
1
1
地
方
的
諸

　
力
と
署
主
権
1
1
集
権
的
霊
力
の
均
衡
に
基
く
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ェ
囲
家
1
の
維
持
を

　
目
的
と
し
、
宗
教
的
に
は
穏
和
な
人
文
主
義
的
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
ま
た
は
無
関
心
を

　
基
調
と
す
る
。
反
乱
初
期
に
優
勢
で
、
七
七
年
の
永
久
令
は
そ
の
勝
利
を
示
し
、

　
逆
に
七
九
年
の
ア
ラ
ス
・
ユ
ト
レ
ヒ
ト
両
郷
盟
の
成
立
は
そ
の
破
産
を
意
味
し

　
た
。
近
年
こ
の
中
澗
派
を
重
視
す
る
研
究
が
増
え
て
お
り
、
次
の
ウ
ォ
ル
チ
ェ
ル

　
論
文
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
い
い
≦
o
｝
け
器
き
U
o
く
『
o
畠
旨
a
【
霞
。
。
層
貯
”
8
二
阜

　
ω
o
寓
導
け
く
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o
H
O
Φ
ω
o
｝
二
＆
o
昌
β
。
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ρ
お
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噂
喝
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Φ
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一
．

⑤
ω
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瓢
葭
茜
噛
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や
9
汁
こ
や
H
。
。
O
津

⑥
同
ぽ
島
‘
も
℃
●
8
0
i
b
。
O
ド

⑦
た
だ
し
オ
ラ
ソ
イ
ェ
派
の
社
会
的
背
景
を
圃
定
的
に
捉
え
る
こ
と
は
問
題
で
あ

　
る
。
オ
ラ
ソ
イ
ェ
派
は
「
均
質
的
政
治
集
団
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
革
命
と

　
反
革
命
の
間
に
幅
広
く
開
か
れ
た
領
域
で
作
動
す
る
様
々
な
志
向
が
見
ら
れ
た
」

　
（
≦
凶
ヰ
日
p
。
P
U
Φ
ω
O
器
霞
讐
や
b
。
㎝
刈
）
か
ら
で
あ
る
。

⑧
緊
お
諺
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譲
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鉾
山
。
し
づ
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茜
一
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属
ρ
H
く
℃
℃
℃
■
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⑨
拙
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「
一
五
・
一
六
世
紀
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
．
ン
ド
全
国
議
会
に
つ
い
て
」
『
史
林
』

　
五
三
巻
五
号
（
一
九
七
〇
）
、
と
く
に
；
　
三
－
一
四
～
頁
参
照
。

⑩
例
え
ば
七
九
年
八
月
偏
殿
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
同
盟
へ
の
提
言
（
置
巴
§
σ
q
お
磐
㌧
。
や

　
o
淳
■
”
娼
．
H
㎝
G
Q
）
、
同
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一
一
月
二
六
門
口
、
全
國
鰯
議
ム
瓜
へ
の
気
門
毒
（
囲
び
賦
こ
℃
唱
。
H
α
①

　
1
届
O
）
、
八
○
年
一
月
九
日
目
全
国
議
会
へ
の
建
言
（
H
σ
嬢
こ
℃
や
ド
①
O
山
①
b
。
）
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は
英
文
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訳
）
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Family　Labor　in　the　Han　Period漢代

by

Sanae　Ueda

　　The　idea　of‘fuk蝕g－fuchi’夫耕婦績．　was　a　very　old　oAe　and　did　not

belong　exclusively　to　the　CoBfucian　i　school．　But　in　・the　Han　period，

with　the　rise　of　CoBfucian　school，　that　ideology　penetrated　every　sec－

tion　of　society．　And　the　ceremony　of‘chieh　t‘ien．ch‘ing　sallg’籍隔

親桑，wh圭ch　made　it．a11．establish奄d．．manner，．＝was．1nitiated　in　the　reigll

of　EmPeror　W2n文帝　That　is，　both　emperor　and　empress　set　an

example　of　the　way　of　labor　by　them＄e！ves．

　　Since　then，　as　sexual　divlsion　of　labor　was　established，　man　began

to　take　the　part　of　cultivation．　and　womaR　of　picking　mulbery　leaves，

silkworm－raising，　siil〈一reelhig，　・weaving　and　sewing．　・．Tltough　we　cannot

．find・．the　case　in　which　t！！e　sill〈　produced　by　woman　・was　collected　as

regu玉ar　tax，　the　tax　systems　after　the　Wei－Chin魏晋．　periods　were

based．01ユthe‘ノ㈱伽gヲ勉。砺’idea，　which　means　that　tsu租was　asslgned

．to即an　and彦iao調．to　woman．

The　Calvinist　Dominiop　in　Ghent　（1577－1584）

by

耳iroshi　Kawaguchi

　，This　subject　may　have　been　unpopular　with　most　historians　apart

from　Marxlst　historiography：　up　to　the　present　the　Calvinlst　dominion

in　questio11　has．　been　！iable　to　be・treated　half－heartedly　and　negatively，

especially　on．account　of　its　religious　radicalism，　・and　estimated　・shortly

as　a　episode　during　the　・RevoJt　of　the　Netherlands　in　the　sixteenth

century．

　　Characterized　by　tlie　religlous　radicalism，　however，　it　was　the　result－

ant　of　two　heterogeneous　tendeiicies：　religlous　fanaticism　and　deep－

seated　intention　of　restoring　the　old　regime．　ln　this　article　more

stress　is　laid　on　the　latter　component，　that　is，　the　intention　！eading　to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（498）



the　temporary　yet　real　restoratlon　of　medieval　’town　privileges　and

institutions　forfeited　under　Charles　V．　lt　is　our　purpose　to　make　clear

the　tragic　role　of　the　town，　a　sort　of　projecting　part　of　traditionalism，

compelled　to　be　opposed　even　to　Orangists，　the　same　traditionalist　but

much　more　enlightened　political　group，　in　the　process　of　the　Revolt　of

which　tlie　fundamental　contradiction　coRslsted　in　the　antagonism　be－

tween　absolutism　aiming　at　unlfication　and　traditionalism　adVocating

the　cause　of　old　corporative　social　order．

Co1IHtftJi6HHil　cocTaB　PKII［（6）　B　1917－192e　yv．

CoyJ［3U　Aas・エεもKaBa

　　BofibllleBIIcTdKoe　Tpalllllll・loHH6e　yBa｝KeAIIe　1｛　KaxleeTBy　zlaeHoB　llapTIII・1　oo－

XPa｝lx”ocs　llOcne　Toro，　KaK　60ablAeBIIcTcKaff　rrapTlla　ll｝］eBpaTvanacs　B　“lcftcco－

Bylo　II　llpaBfilllylo　llapTmo．　’IG　’llPaBIIIIa　o　BcTymifeHI・II・1　B　llapTmo　’cTa”n

cTopo｝lce　o　TegeHileas・r　BpeMeHH．

　　APIM（6）．　BllepBI・le　o6paT｝ua　60誼L皿oe　8Hm・a曲e　Ha　cBoe　co照a島HLI藍

ooe’rft・・B　Ha　BocLx…oM。r6e3Ae　B　191g　rony．　Ha　3・roli　c　he靱e　6smil．．　llo」ITBep一

蹴eHLI∬apTHe銭yMeHL皿eHHe　yuensHoro　BeGa　pa60・mx　B　napTIIpl，　yBemlzle－

H？・ey脚珊oro　BeGa　cny31taN・・x，・’eHπerlq耳ff　6・opoKpaT・・3aurl皿annapaToB　ro－

CYzaaPUTBa　｝1　rraPTIIti，　llPOI・13BOn　1・1　rrOPTIa　OTBeTC’K’Bell｝ISIX　ZlneHOB　rraPT｝II・1，　II

o’rpLIB　HapT颯oT　P．ft60giix　ll　KpeGTbπHcKHx　Macc．

　　Bocsl・lol“1　c’6e3n　PI｛ll［（6）　peJlm，it　IlcltJIIogylTs　｝lexopolllnx　oRe）｛e｝viioB　1・1　aKrrll－

BHo　HpHH涯丁ムp漁Hx　H　KpeG翻H　G　Ioe卿yxpe”Jle”IIIs　cBf’311　c　Macca“1正1・
　　1’lo，　｝leo“foTpx　Ha　rro，　gTo　pa3al＃i｝isiel　Mepbi　’6brmi　ffpimxTbi　c　Beciibi　1919

youa　go　Komlcft　1920　rontl，　couylaAbl｛blil　cocTtftB　ncftprrl・m　Bae　｝r．e　He　ynytmma－

JcE．　ll［poHopm・lsl　pa60uHx　zmei－loB　’ilcftpTlll・1’　Bce　．yMeHbtuaaacs　co　BpeMefle．M．

KpoMe　Toro，60島皿HHGTBo　l・13棚x　HoGTeHe曲。　Bcac51BaJIOcb　B　oTBeTcTBeH－

1－lble　llOCT51　rOOYgaPCTBa　II　ll．ftPTIIII．　1｛．ftO60｝］Ore，　C．IY｝1｛．ftMIIe　ilile｝II，1　rraPTIIII，

OllblTI－TT．le　B　，anMIII－II・ICTI）aTI・IBIIblX　II　Kai－IIIenEPCI｛VIX　／；ellaX，　TBePnO’　gPIIAeP｝lell－

BtftJlilOb　CBOIIX　IleKI”1－IOP｝IPYeM51X　BJIIIfll－IMil　B　’n．ftPrlil・II・1．
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